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今月の表紙�
　１１月１５日（日）、県中学校駅伝競走大会
が農村総合センター周辺で行われ、野上中学校
男子チームが２連覇、女子チームも準優勝を果
たしました。�
【写真：スタートする１区の選手たち（男子の部）
／円内はゴールする楠岡 佳一選手と久保 雅美�
選手（右）／１６面に関連記事】�

今月の主な内容�
一年を振り返って…………………………………………………２～３�

新型インフルエンザワクチンの接種医療機関について………４�

まちの話題…………………………………………………………５�

健康・福祉ガイド…………………………………………………６～７�

お知らせ（紀美野町長選挙立候補予定者説明会の開催について）………８�

共同受信施設の地デジ化助成制度のお知らせ…………………９�

農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ�

ふれあいネット……………………………………………………１０～１３�

消防だより・お知らせ……………………………………………１４�

町民カレンダー・年末・年始の役場……………………………１５�

紀美野町の“まつり”盛大に開催される………………………１６�

演劇のかみ座による白雪姫（芸能大会）�

力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
（
展
示
会
）�

文
化
の
秋
・
芸
能
の
秋
を
楽
し
む
！�

文
化
の
秋
・
芸
能
の
秋
を
楽
し
む
！�

木のおもちゃを作る子どもたち�

自作の飛行機を飛ばす子ども�

　
10
月
24
日
（
土
）
、
「
第
４
回

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木

の
温
も
り
広
場
）
に
は
、
町
内
の

保
育
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
「
み
ん

な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ

に
作
る
楽
し
さ
に
浸
り
ま
し
た
。�

　
木
の
温
も
り
広
場
の
各
ブ
ー
ス

で
は
、
「
消
し
ゴ
ム
ね
ん
土
」
や

「
陶
芸
教
室
」
、
「
万
華
鏡
」
の

他
「
む
し
パ
ン
」
「
竹
馬
」
な
ど

13
の
も
の
作
り
コ
ー
ナ
ー
と
、「
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」
や
「
シ
ャ

ボ
ン
玉
」
な
ど
の
遊
び
の
広
場
を

設
け
ま
し
た
。
　�

　
「
パ
ン
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
総
勢

１
１
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
パ
ン
の
生
地
を
竹
に
巻
き
つ

け
た
あ
と
、
炭
火
で
焼
い
た
り
、

「
竹
馬
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
竹
を

切
っ
た
り
、
火
で
炙
っ
て
曲
げ
る

な
ど
普
段
し
な
い
よ
う
な
体
験
を

し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
興
味
深
そ

う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
各
コ
ー

ナ
ー
と
も
保
護
者
等
の
ス
タ
ッ
フ

指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
真

剣
な
表
情
で
作
品
を
作
っ
た
り
、

仲
間
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
だ
り
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
も
生
き
生

き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
に
は
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
10
月
31
日
（
土
）
・
11
月
１
日

（
日
）
・
２
日
（
月
）
の
３
日
間
、

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
か
ら

大
人
ま
で
の
展
示
は
、
力
作
が
勢

ぞ
ろ
い
で
来
場
さ
れ
た
方
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
31
日
は
、
各
学
校
、
児
童
団
体

よ
り
合
唱
や
合
奏
が
発
表
さ
れ
、

１
日
の
芸
能
大
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
大
変

好
評
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
文

化
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

�

　
11
月
15
日（
日
）、農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、
和
歌
山
県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
男
子
42
チ
ー
ム
、女
子
37
チ
ー

ム
の
選
手
総
数
約
４
５
０
人
が
最

後
ま
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
勝
敗

を
競
い
、男
子
の
部
で
野
上
中
学

校
が
見
事
２
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。６
人
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、他
校
を
寄

せ
付
け
な
い
、圧
倒
的
な
勝
利
を

お
さ
め
ま
し
た
。
女
子
も
準
優
勝

と
大
健
闘
の
好
走
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
近
畿
大
会
（
男
女
共
）や

全
国
大
会
（
男
子
）で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）�

※
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声

援
及
び
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

仲間がいっぱい仲間がいっぱい!　�
遊びがいっぱい遊びがいっぱい!
仲間がいっぱい!　�
遊びがいっぱい!

第4回�
きみのこどもまつり�

第4回�
きみのこどもまつり�

第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭�

《
野
上
中
学
校
》�

「
県
駅
伝
」
大
会�

男
子
２
連
覇
　  

全
国
大
会
へ�

　
　
　
　
　  

女
子
も
準
優
勝�

�

!!

男
子
の
部
　
優
勝�

１
区
　
田
伏
　
雅
也
（
３
年
）�

２
区
　
中
野
尻
　
祥
（
２
年
）�

３
区
　
杉
岡
　
大
輝
（
３
年
）�

４
区
　
三
宅
　
洋
平
（
３
年
）�

５
区
　
中
谷
　
風
太
（
２
年
）�

６
区
　
楠
岡
　
佳
一
（
３
年
）�

女
子
の
部
　
準
優
勝�

１
区
　
細
峪
　
由
麻
（
２
年
）�

２
区
　
北
　
ゆ
う
佳
（
２
年
）�

３
区
　
丸
畑
　
七
海
（
２
年
）�

４
区
　
　
木
彩
雪
莉
（
１
年
）�

５
区
　
久
保
　
雅
美
（
３
年
）�

：
�

：
�

あ
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紀美野町スポーツ公園竣工�
オープニングイベント（3/7・8）�

消防訓練出初め式�
（1/11・農村総合センター下の貴志川）�

成人式（1/11・中央公民館）�生石高原山焼き（3/29）�
ジュニア駅伝5位入賞�

（2/15・マリーナシティ）�

一
年
を
振
り
返
っ
て�

11
日�

　
〃�

26
日��

15
日���

１
日�

６
日�

７
・
８
日��

18
日�

29
日�

　
〃�

消
防
訓
練
初
め
式�

成
人
式
（
１
１
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
）�

野
上
八
幡
宮
と
十
三
神
社
で
防
火
訓
練�

�

第
８
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会�

５
位
入
賞�

�

平
成
20
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ�

第
１
回
町
議
会
定
例
会
開
会�

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
竣
工
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ�

イ
ベ
ン
ト
開
催�

芝
崎
集
会
所
（
動
木
地
区
）
竣
工
式�

生
石
高
原
で
山
焼
き
（
8.8�
ha
）�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会�

���

１
月�

���

２
月�

��

３
月�

���������

４
日��

９
日�

16
日�

27
日�

29
日�

　
〃��

12
日���

17
日�

20
日��

30
日�

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院�

精
神
科
病
棟
（
増
築
）
起
工
式�

平
成
21
年
度
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学 

開
校�

谷
口
橋
（
長
谷
宮
地
区
）
竣
工
式�

町
政
報
告
会
は
じ
ま
る
（
町
内
20
カ
所
で
）�

生
石
高
原
山
開
き�

春
の
叙
勲
　
山
本
邦
夫
氏
（
動
木
）
に
輝
く�

�

紀
美
野
町
議
会�

議
長
に
美
野
勝
男
氏
（
再
選
）、
副
議
長
に�

仲
尾
元
雄
氏
を
選
出�

町
民
一
斉
清
掃�

第
10
回
町
民
大
学
講
座
【
講
師
　
鎌
田
　
實
氏�

（
医
師
・
作
家
）
】�

第
13
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会�

�

４
月�

�������

５
月�

��

９
日�

11
日��

１
日��

５
日���

11
日�

22
日��

２
日�

15
日�

29
日��

30
日��

５･

６
日�

６
日���

８
日�

28
日��

12
日��

18
日�

24
日�

28
日�

31
日��

３
日��

15
日��

第
２
回
町
議
会
定
例
会
開
会�

仁
坂
知
事
来
町�

�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　�

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式�

第
11
回
町
民
大
学
講
座�

【
講
師
　
池
田
香
代
子
氏
（
作
家
）�

　
　
　
　
山
季
布
枝
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
】�

野
上
第
一
保
育
所
　
新
築
工
事
起
工
式�

部
分
日
食
観
察
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）�

�

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る
（
選
挙
は
無
投
票
に
）�

き
み
の
夏
祭
り
　�

貴
志
川
、
真
国
川
の
一
斉
清
掃�

（
美
里
河
川
愛
護
会
）�

第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙�

�

敬
老
会
開
催
（
２
会
場
で
９
９
２
名
が
出
席
）�

が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
大
掃
除
／�

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行�

委
員
会
）�

第
３
回
町
議
会
定
例
会
開
会�

吉
見
集
会
所
（
吉
見
自
治
会
）
竣
工
式�

�

第
４
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ�

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会�

町
民
一
斉
清
掃�

第
４
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り�

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
全
国
大
会�

文
化
祭
（
〜
11
月
２
日
）
　�

�

第
12
回
町
民
大
学
講
座�

【
講
師
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
】�

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
（
農
村
総
合
セ
ン�

タ
ー
周
辺
）�

６
月�

��

７
月�

�������

８
月�

�����

９
月�

������

10
月�

������

11
月�

��

　
今
年
も
あ
と
一
カ
月
を
残
す
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。�
�

　 

町
で
は
、
「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る 

美
し
い
ふ
る
さ

と
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
は
じ
め
、

谷
口
橋
（
長
谷
宮
地
区
）
、
集
会
所
（
２
カ
所
）
が
竣
工
し
、
ま

た
、
き
み
の
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。�

�
　
今
月
号
で
は
、
平
成
21
年
の
主
な

出
来
事
を
紹
介
し
、
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。�

敬老会（9/5・6）�

谷口橋竣工（4/16・長谷宮地区）�

仁坂知事来町（6/11・役場本庁）�

きみの夏祭り（8/15・文化センター）�
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成人式（1/11・中央公民館）�生石高原山焼き（3/29）�
ジュニア駅伝5位入賞�
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と
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位
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度
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回
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公
園
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プ
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芝
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動
木
地
区
）
竣
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生
石
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原
で
山
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（
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ン
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（
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開
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口
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（
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町
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会
は
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（
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内
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カ
所
で
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生
石
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原
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開
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春
の
叙
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山
本
邦
夫
氏
（
動
木
）
に
輝
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�
紀
美
野
町
議
会�

議
長
に
美
野
勝
男
氏
（
再
選
）、
副
議
長
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仲
尾
元
雄
氏
を
選
出�

町
民
一
斉
清
掃�

第
10
回
町
民
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）
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11
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29
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日��
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日�

28
日��
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28
日�

31
日��

３
日��
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第
２
回
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議
会
定
例
会
開
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坂
知
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来
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�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　�

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式�

第
11
回
町
民
大
学
講
座�

【
講
師
　
池
田
香
代
子
氏
（
作
家
）�

　
　
　
　
山
季
布
枝
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
】�

野
上
第
一
保
育
所
　
新
築
工
事
起
工
式�

部
分
日
食
観
察
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）�

�

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る
（
選
挙
は
無
投
票
に
）�

き
み
の
夏
祭
り
　�

貴
志
川
、
真
国
川
の
一
斉
清
掃�

（
美
里
河
川
愛
護
会
）�

第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙�

�

敬
老
会
開
催
（
２
会
場
で
９
９
２
名
が
出
席
）�

が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
大
掃
除
／�

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行�

委
員
会
）�

第
３
回
町
議
会
定
例
会
開
会�

吉
見
集
会
所
（
吉
見
自
治
会
）
竣
工
式�

�

第
４
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ�

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会�

町
民
一
斉
清
掃�

第
４
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り�

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
全
国
大
会�

文
化
祭
（
〜
11
月
２
日
）
　�

�

第
12
回
町
民
大
学
講
座�

【
講
師
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
】�

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
（
農
村
総
合
セ
ン�

タ
ー
周
辺
）�

６
月�
��

７
月�

�������

８
月�

�����

９
月�

������

10
月�

������

11
月�

��

　
今
年
も
あ
と
一
カ
月
を
残
す
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　 

町
で
は
、
「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る 

美
し
い
ふ
る
さ

と
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
は
じ
め
、

谷
口
橋
（
長
谷
宮
地
区
）
、
集
会
所
（
２
カ
所
）
が
竣
工
し
、
ま

た
、
き
み
の
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
今
月
号
で
は
、
平
成
21
年
の
主
な

出
来
事
を
紹
介
し
、
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。�

敬老会（9/5・6）�

谷口橋竣工（4/16・長谷宮地区）�

仁坂知事来町（6/11・役場本庁）�

きみの夏祭り（8/15・文化センター）�



2009･12 広報� 広報� 2009･125 4

　
10
月
28
日
（
水
）
、
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
平
成
21
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
奈
良

県
・
大
阪
府
・
和
歌
山
県
の
３

府
県
か
ら
選
手
58
名
が
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
に
集
ま
り
、

９
コ
ー
ス
を
白
熱
し
た
プ
レ
ー

の
中
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
入
賞
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）�

○
男
子
の
部�

１
位
　
池
迫
　
政
治
（
和
歌
山
市
）
41�

２
位
　
中
本
　
侑
喜
（
毛
原
中
）
41�

３
位
　
西
林
　
良
樹
（
和
歌
山
市
）
42�

４
位
　
高
垣
　
正
幸
（
下
佐
々
）
43�

５
位
　
横
山
　
勝
明
（
和
歌
山
市
）
46�

６
位
　
湯
上
　
敏
夫
（
下
佐
々
）
51�

�

○
女
子
の
部�

１
位
　
福
岡
　
規
子
（
毛
原
中
）
42�

２
位
　
井
上
満
智
子
（
福
　
　
田
）
45�

３
位
　
硲
　
　
艶
子
（
神
野
市
場
）
46�

４
位
　
前
中
ス
ズ
ヨ
（
毛
原
下
）
51�

５
位
　
森
山
　
京
子
（
和
歌
山
市
）
51�

６
位
　
和
東
　
潤
子
（
鎌
　
　
滝
）
52�

�

　
10
月
29
日
に
商
工
会
美
里
支

所
に
お
い
て
、
紀
美
野
町
観
光

協
会
、
（
社
）
和
歌
山
県
観
光

連
盟
の
共
催
で
お
も
て
な
し
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
観

光
協
会
の
会
員
ら
24
名
が
参
加

し
、
「
サ
ー
ビ
ス
接
遇
レ
ベ
ル

向
上
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
た

め
に
」
と
題
し
、
挨
拶
や
物
の

収
受
、
電
話
応
対
な
ど
を
実
演

し
な
が
ら
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
紀
美
野
の
人
間
力

で
温
か
い
お
も
て
な
し
に
取
り

組
む
会
員
の
店
舗
を
是
非
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。�

お
も
て
な
し
講
習
会�

を
開
催�

町
観
光
協
会�

　
11
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
、
吉
野
地
区
自
主
防
災
組

織
（
西
口
友
啓 

会
長
）
に
よ

る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
住
民

ら
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
消
火
器
使
用
訓

練
と
地
元
消
防
団
の
方
々
の
指

導
に
よ
る
消
火
栓
使
用
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に
対

す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。�

　
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
【
℡
４
８
９

―
５
９
１
２
】
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。�

防
災
意
識
を
高
め
よ
う�

防
災
訓
練
行
わ
れ
る�

�

吉
野
地
区
自
主
防
災
組
織�

　
11
月
16
日
、野
上
小
学
校
の
５

年
生
50
人
が
み
か
ん
の
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。
動
木
の
若
林

惇
夫
さ
ん
の
み
か
ん
畑（
約
60
a
）

で
、ま
ず
、若
林
さ
ん
か
ら
み
か

ん
の
作
り
方
や
取
り
方
を
教
わ
っ

た
後
、子
ど
も
た
ち
は
、は
さ
み

を
使
っ
て
た
わ
わ
に
実
っ
た
み
か

ん
を
収
穫
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

取
り
た
て
の
み
か
ん
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
、「
初
め
て
の
体

験
で
し
た
が
楽
し
か
っ
た
。
」「
み

か
ん
を
作
る
の
は
大
変
そ
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、若
林
さ
ん
は
、ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
ラ
ン
ナ
ー
ら
に
ふ

る
ま
わ
れ
る
み
か
ん
を
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。�

み
か
ん
の
収
穫
を
体
験
!!�

�

野
上
小
学
校
５
年
生�

平
成
２１
年
度�

　
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ�

　
　
全
国
大
会
開
催�

〝
第
〝
第
６１
回
　
人
権
週
間
〞
　

回
　
人
権
週
間
〞
　
１２
月
４
日
〜
日
〜
１０
日�

〝
第
６１
回
　
人
権
週
間
〞
　
１２
月
４
日
〜
１０
日�

■
啓
発
活
動
重
点
目
標�

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀�

　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　�

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」�

　�■
強
調
テ
ー
マ�

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う�

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う�

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う�

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う�

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う�

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う�

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う�

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う�

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う�

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う�

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う�

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う�

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う�

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う�

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う�

　�■
常
設
相
談
所
及
び
相
談
専
用�

　
電
話
等
の
設
置�

　
法
務
局
又
は
各
支
局
に
お
い
て
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
。）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
電
話
又
は
面
談
に
よ
る
人
権
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。�

～人権擁護委員はあなたの街の相談パートナーです。～�
特設人権相談所開設�

新型インフルエンザワクチンの接種医療機関について�

国保野上厚生総合病院�
（原則、中学生以上の方のみ）�
岩橋医院�
田伏医院�

小馬場医院�
�
にしもと内科クリニック�
紀美野町国民健康保険�
国吉診療所�
紀美野町国民健康保険�
長谷毛原診療所�
石本病院�
医療法人　�
恵友会　恵友病院�
海南市民病院�
石川医院�
いぬい内科　�
呼吸器内科クリニック�
医療法人久生会�
山本クリニック�
医療法人恵友会　�
下津クリニック�
�

紀美野町小畑１９８�
�

紀美野町下佐 ２々６８�

紀美野町下佐 ６々９３－１�

紀美野町樋下１４�

紀美野町長谷宮５６５�

紀美野町吉野４６－２�

紀美野町田６３�
�

紀美野町毛原宮２５４－４�
�

海南市船尾３６５�

海南市船尾２６４－２�
�

海南市日方１２７２－３�

海南市下津町黒田１０６番地�

海南市名高５３９－１８　�

岩　ビル１Ｆ�

海南市名高５０６－４�
�

海南市下津町小南１２６番地の１�

�

受託医療機関名� 所在地� 電話番号�

!!

４８９-２１７８�
�
４８９-２１５０�
４８９-５５００�
４９５-２０１２�
４９９-０００２�
４８９-８３３８�

４９８-０００２�
�

４９９-０３００�
�
４８２-５０６３�

４８３-１０３３�
�
４８２-４５２１�
４９２-２２００�

４８３-４０３０�
�

４８２-４３４６�
�

４９２-５１３１�
�

奥外科胃腸科�
かわむら医院�
木村医院�
くらはしクリニック�
倉橋内科医院�
さくらクリニック�
しおたにクリニック�
しこねクリニック（１１月３０日以降）�
たきもと内科クリニック�
田尻内科胃腸科�
西岡医院�
西本内科外科医院�
橋本胃腸科�
柳川�
レディースクリニック�
山西内科�
山本医院�
山本医院�
山本胃腸科　外科・内科�
吉川内科循環器科�

海南市名高２４３�

海南市下津町下津７８５－２�
海南市沖野 ２々６０�
海南市黒江５４３�
海南市船尾１８６-８０�
海南市名高１４０番地１�
海南市七山３５０�
海南市大野中４５２－１５�
海南市阪井１７９９－１�
海南市野上中５８�
海南市下津町橘本９７２－５�
海南市下津町黒田８４�
海南市日方４３１�

海南市日方１５１９－１�
�
海南市藤白１６６－９�
海南市且来６３２�
海南市下津町丸田１４７－３�
海南市岡田８３－１�
海南市幡川１８７－１�

受託医療機関名� 所在地� 電話番号�

４８３-５４２１�
４９２-０１３２�
４８７-３１００�
４８３-４０１３�
４８２-０２０８�
４８４-５００１�
４８６-００１０�
４８２-１３５１�
４８５-２３２２�
４８７-２８８８�
４９４-０２３８�
４９２-２２４１�
４８３-７８７７�

４８２-０３５１�
�
４８３-２２００�
４８２-０１８９�
４９２-２２１９�
４８３-７７５５�
４８４-２５２５�

お問い合わせ：保健福祉課（　４８９－９９６０）�

　「女性の人権ホットライン（℡０５７０－０７０－８１０）」
や「子どもの人権110番（℡０１２０－００７－１１０）」が、
専用電話として設置されています。インターネッ
トによる人権相談も出来ます。�
パソコンから　�
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html（大人・子ども共通）�
携帯から　　�
http://www.jinken.go.jp/soudan/MO_AD/0101.html（大人用）�
http://www.jinken.go.jp/soudan/MO_CH/0101.html（子ども用）�
�

　紀美野町には町長から推薦され、法務大臣が委�
嘱した人権擁護委員がおります。�

　相談は無料で人権擁護委員がお受けし、秘密は�
厳守されます。電話でもお受けいたしますので、�
お気軽にご相談ください。�
日　時 平成２１年１２月４日（金）午前１１時から午後３時�
場　所　○中央公民館　控室　　　℡４８９－５９２０�
　　　　○地域資源総合開発センター　２Ｆ（美里支所隣）�
　　　　　　　　　　　　　　　　℡４９５－３４６３�

氏　名� 住　所�
横山　和彦�
向井小夜子�
東芝   　學�

中　田�
下佐々�
小　畑�

氏　名� 住　所�
東浦　弘至�
上段　順弘�
中前　和子�

菅　沢�
蓑垣内�
安　井�

　紀美野町・海南市で接種できる医療機関は、下記のとおりです（１１月１３日現
在）。なお、下記医療機関以外でも、ご自身のかかりつけ医療機関で接種でき
る場合があります。�
※新型インフルエンザワクチンは、当面、数に限りがあるため、より必要性の
高い方々が早く接種できるような工夫が国により決められています。そこで、
ワクチンの重症化予防という効果をふまえ優先的に接種できる方々と接種の
標準的なスケジュールが決められています。今回、１歳～小学校３年生及び
基礎疾患を有する方の中で小学校４年生～中学校３年生の方は１１月１６日から接種のスケジュー
ルが前倒しになりました。なお、ワクチンが不足している状況ですので、対象の方はかかり
つけ又は下記の医療機関にお問い合わせください。�

【 問い合わせ 】和歌山地方法務局人権擁護課　TEL ０７３－４２２－５１３１�

接種対象�接種対象�

要相談�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

２�

２�

３�

３�

４�

４�

４�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

２�

２�

１�

１�

１�

３�

※接種対象　幼児（１歳～）以上、　小学１年生以上、　中学生以上、　成人のみ�
医療機関一覧�

２�１� ３� ４�

入賞された皆さん�

たわわに実ったみかんを取る子どもたち�
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10
月
28
日
（
水
）
、
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
平
成
21
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
奈
良

県
・
大
阪
府
・
和
歌
山
県
の
３

府
県
か
ら
選
手
58
名
が
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
に
集
ま
り
、

９
コ
ー
ス
を
白
熱
し
た
プ
レ
ー

の
中
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
入
賞
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）�

○
男
子
の
部�

１
位
　
池
迫
　
政
治
（
和
歌
山
市
）
41�

２
位
　
中
本
　
侑
喜
（
毛
原
中
）
41�

３
位
　
西
林
　
良
樹
（
和
歌
山
市
）
42�

４
位
　
高
垣
　
正
幸
（
下
佐
々
）
43�

５
位
　
横
山
　
勝
明
（
和
歌
山
市
）
46�

６
位
　
湯
上
　
敏
夫
（
下
佐
々
）
51�

�

○
女
子
の
部�

１
位
　
福
岡
　
規
子
（
毛
原
中
）
42�

２
位
　
井
上
満
智
子
（
福
　
　
田
）
45�

３
位
　
硲
　
　
艶
子
（
神
野
市
場
）
46�

４
位
　
前
中
ス
ズ
ヨ
（
毛
原
下
）
51�

５
位
　
森
山
　
京
子
（
和
歌
山
市
）
51�

６
位
　
和
東
　
潤
子
（
鎌
　
　
滝
）
52�

�

　
10
月
29
日
に
商
工
会
美
里
支

所
に
お
い
て
、
紀
美
野
町
観
光

協
会
、
（
社
）
和
歌
山
県
観
光

連
盟
の
共
催
で
お
も
て
な
し
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
観

光
協
会
の
会
員
ら
24
名
が
参
加

し
、
「
サ
ー
ビ
ス
接
遇
レ
ベ
ル

向
上
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
た

め
に
」
と
題
し
、
挨
拶
や
物
の

収
受
、
電
話
応
対
な
ど
を
実
演

し
な
が
ら
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
紀
美
野
の
人
間
力

で
温
か
い
お
も
て
な
し
に
取
り

組
む
会
員
の
店
舗
を
是
非
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。�

お
も
て
な
し
講
習
会�

を
開
催�

町
観
光
協
会�

　
11
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
、
吉
野
地
区
自
主
防
災
組

織
（
西
口
友
啓 

会
長
）
に
よ

る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
住
民

ら
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
消
火
器
使
用
訓

練
と
地
元
消
防
団
の
方
々
の
指

導
に
よ
る
消
火
栓
使
用
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に
対

す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。�

　
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
【
℡
４
８
９

―
５
９
１
２
】
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。�

防
災
意
識
を
高
め
よ
う�

防
災
訓
練
行
わ
れ
る�

�

吉
野
地
区
自
主
防
災
組
織�

　
11
月
16
日
、野
上
小
学
校
の
５

年
生
50
人
が
み
か
ん
の
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。
動
木
の
若
林

惇
夫
さ
ん
の
み
か
ん
畑（
約
60
a
）

で
、ま
ず
、若
林
さ
ん
か
ら
み
か

ん
の
作
り
方
や
取
り
方
を
教
わ
っ

た
後
、子
ど
も
た
ち
は
、は
さ
み

を
使
っ
て
た
わ
わ
に
実
っ
た
み
か

ん
を
収
穫
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

取
り
た
て
の
み
か
ん
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
、「
初
め
て
の
体

験
で
し
た
が
楽
し
か
っ
た
。
」「
み

か
ん
を
作
る
の
は
大
変
そ
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、若
林
さ
ん
は
、ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
ラ
ン
ナ
ー
ら
に
ふ

る
ま
わ
れ
る
み
か
ん
を
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。�

み
か
ん
の
収
穫
を
体
験
!!�

�

野
上
小
学
校
５
年
生�

平
成
２１
年
度�

　
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ�

　
　
全
国
大
会
開
催�

〝
第
〝
第
６１
回
　
人
権
週
間
〞
　

回
　
人
権
週
間
〞
　
１２
月
４
日
〜
日
〜
１０
日�

〝
第
６１
回
　
人
権
週
間
〞
　
１２
月
４
日
〜
１０
日�

■
啓
発
活
動
重
点
目
標�

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀�

　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　�

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」�

　�■
強
調
テ
ー
マ�

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う�

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う�

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う�

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う�

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う�

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う�

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う�

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う�

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う�

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う�

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う�

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う�

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う�

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う�

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う�

　�■
常
設
相
談
所
及
び
相
談
専
用�

　
電
話
等
の
設
置�

　
法
務
局
又
は
各
支
局
に
お
い
て
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
。）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
電
話
又
は
面
談
に
よ
る
人
権
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。�

～人権擁護委員はあなたの街の相談パートナーです。～�
特設人権相談所開設�

新型インフルエンザワクチンの接種医療機関について�

国保野上厚生総合病院�
（原則、中学生以上の方のみ）�
岩橋医院�
田伏医院�

小馬場医院�
�
にしもと内科クリニック�
紀美野町国民健康保険�
国吉診療所�
紀美野町国民健康保険�
長谷毛原診療所�
石本病院�
医療法人　�
恵友会　恵友病院�
海南市民病院�
石川医院�
いぬい内科　�
呼吸器内科クリニック�
医療法人久生会�
山本クリニック�
医療法人恵友会　�
下津クリニック�
�

紀美野町小畑１９８�
�

紀美野町下佐 ２々６８�

紀美野町下佐 ６々９３－１�

紀美野町樋下１４�

紀美野町長谷宮５６５�

紀美野町吉野４６－２�

紀美野町田６３�
�

紀美野町毛原宮２５４－４�
�

海南市船尾３６５�

海南市船尾２６４－２�
�

海南市日方１２７２－３�

海南市下津町黒田１０６番地�

海南市名高５３９－１８　�

岩　ビル１Ｆ�

海南市名高５０６－４�
�

海南市下津町小南１２６番地の１�

�

受託医療機関名� 所在地� 電話番号�

!!

４８９-２１７８�
�
４８９-２１５０�
４８９-５５００�
４９５-２０１２�
４９９-０００２�
４８９-８３３８�

４９８-０００２�
�

４９９-０３００�
�
４８２-５０６３�

４８３-１０３３�
�
４８２-４５２１�
４９２-２２００�

４８３-４０３０�
�

４８２-４３４６�
�

４９２-５１３１�
�

奥外科胃腸科�
かわむら医院�
木村医院�
くらはしクリニック�
倉橋内科医院�
さくらクリニック�
しおたにクリニック�
しこねクリニック（１１月３０日以降）�
たきもと内科クリニック�
田尻内科胃腸科�
西岡医院�
西本内科外科医院�
橋本胃腸科�
柳川�
レディースクリニック�
山西内科�
山本医院�
山本医院�
山本胃腸科　外科・内科�
吉川内科循環器科�

海南市名高２４３�

海南市下津町下津７８５－２�
海南市沖野 ２々６０�
海南市黒江５４３�
海南市船尾１８６-８０�
海南市名高１４０番地１�
海南市七山３５０�
海南市大野中４５２－１５�
海南市阪井１７９９－１�
海南市野上中５８�
海南市下津町橘本９７２－５�
海南市下津町黒田８４�
海南市日方４３１�

海南市日方１５１９－１�
�
海南市藤白１６６－９�
海南市且来６３２�
海南市下津町丸田１４７－３�
海南市岡田８３－１�
海南市幡川１８７－１�

受託医療機関名� 所在地� 電話番号�

４８３-５４２１�
４９２-０１３２�
４８７-３１００�
４８３-４０１３�
４８２-０２０８�
４８４-５００１�
４８６-００１０�
４８２-１３５１�
４８５-２３２２�
４８７-２８８８�
４９４-０２３８�
４９２-２２４１�
４８３-７８７７�

４８２-０３５１�
�
４８３-２２００�
４８２-０１８９�
４９２-２２１９�
４８３-７７５５�
４８４-２５２５�

お問い合わせ：保健福祉課（　４８９－９９６０）�

　「女性の人権ホットライン（℡０５７０－０７０－８１０）」
や「子どもの人権110番（℡０１２０－００７－１１０）」が、
専用電話として設置されています。インターネッ
トによる人権相談も出来ます。�
パソコンから　�
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html（大人・子ども共通）�
携帯から　　�
http://www.jinken.go.jp/soudan/MO_AD/0101.html（大人用）�
http://www.jinken.go.jp/soudan/MO_CH/0101.html（子ども用）�
�

　紀美野町には町長から推薦され、法務大臣が委�
嘱した人権擁護委員がおります。�

　相談は無料で人権擁護委員がお受けし、秘密は�
厳守されます。電話でもお受けいたしますので、�
お気軽にご相談ください。�
日　時 平成２１年１２月４日（金）午前１１時から午後３時�
場　所　○中央公民館　控室　　　℡４８９－５９２０�
　　　　○地域資源総合開発センター　２Ｆ（美里支所隣）�
　　　　　　　　　　　　　　　　℡４９５－３４６３�

氏　名� 住　所�
横山　和彦�
向井小夜子�
東芝   　學�

中　田�
下佐々�
小　畑�

氏　名� 住　所�
東浦　弘至�
上段　順弘�
中前　和子�

菅　沢�
蓑垣内�
安　井�

　紀美野町・海南市で接種できる医療機関は、下記のとおりです（１１月１３日現
在）。なお、下記医療機関以外でも、ご自身のかかりつけ医療機関で接種でき
る場合があります。�
※新型インフルエンザワクチンは、当面、数に限りがあるため、より必要性の
高い方々が早く接種できるような工夫が国により決められています。そこで、
ワクチンの重症化予防という効果をふまえ優先的に接種できる方々と接種の
標準的なスケジュールが決められています。今回、１歳～小学校３年生及び
基礎疾患を有する方の中で小学校４年生～中学校３年生の方は１１月１６日から接種のスケジュー
ルが前倒しになりました。なお、ワクチンが不足している状況ですので、対象の方はかかり
つけ又は下記の医療機関にお問い合わせください。�

【 問い合わせ 】和歌山地方法務局人権擁護課　TEL ０７３－４２２－５１３１�

接種対象�接種対象�

要相談�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

２�

２�

３�

３�

４�

４�

４�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

１�

２�

２�

１�

１�

１�

３�

※接種対象　幼児（１歳～）以上、　小学１年生以上、　中学生以上、　成人のみ�
医療機関一覧�

２�１� ３� ４�

入賞された皆さん�

たわわに実ったみかんを取る子どもたち�
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海　南　保　健　所　だ　よ　り�
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障がい者巡回相談のお知らせ�

■場　所：総合福祉センター　2日・9日・16日（いずれも水曜日）�
■時　間：午前9時～11時�

■内　容：健康に関することすべて�
■対象者：住民すべての方�

12月の日程�

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。�
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。�

お問い合わせ先　�
　保健福祉課　TEL489－9960

事　業　名� 対 象 ・ 内 容 等� 日　　　時�
健康診断書の作成�
一般健康相談�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

エイズの各種相談� １２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

心の健康上、不安をもつ方及び家族�
�
�
※精神科医師が相談に応じます。�

１２月９日（水）�
１２月１７日（木）�
１２月２１日（月）�
※予約制です。�

 ９：００～�
１３：３０～�
１３：３０～�

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（TEL　482－0600）  

保健保健センターだーだより�保健センターだより�
平成21年度衛生カレンダーをご覧下さい。�
子育て支援センターからのお知らせ�

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉�
○第一保育所：１２月１日（火）ＴＥＬ４８９－２１４４�
○第二保育所：１２月１４日（月）ＴＥＬ４８９－４９５３�
○小川保育所：１２月４日（金）ＴＥＬ４８９－２４０５�

○神野保育所：１２月２日（水）ＴＥＬ４９５－２０４９�
○毛原保育所：１２月９日（水）ＴＥＬ４９９－０１３１�

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉�
○コアラ　　　　１２月８日（火）９：３０～１１：３０　総合福祉センター（クリスマス会）  �
○カンガルー　　１２月１８日（金）９：３０～１１：００　総合福祉センター  �
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。  

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ�
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者�

※留守の場合は、第二保育所�

健 康 相 談 �

エ イ ズ 検 査 �

検 便 �

こころの健康相談�

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための�
血液検査と登録手続きを行います。�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�
※予約制です。�

１５：００～１６：００�
１５：００～１６：００�

１２月２２日（火）�
※予約制です。�

１７：００～１９：００�

医療に関する各種相談に応じます。� 月曜日～金曜日� ９：００～１７：００�医 療 安 全 相 談 �

骨 髄 バ ン ク�

登 録 検 査 �

子育て支援センター�毎　週　月　曜　日／９：００～１１：３０・１４：００～１６：３０�
第１・３・５週の木曜日／９：００～１１：３０�

毎月　第２・４週の木曜日／９：３０～１１：３０�

育児相談�センター開放日と同じ日・時で行います。　�
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者�
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問�
　相談を行います。�

自然体験世代交流センター�鎌滝６３６（ＴＥＬ ４９５－３１２７）� 献血のお知らせ�
12月7日（月）�
１４：３０～１６：００　特別養護老人ホーム美里園�
※その日の健康状態や服薬等により、献血でき�
　ない場合があります。 �

ヘルスポイントのお知らせ�
　紀美野町では、40歳以上の方の健診の受診向上と積極的な健康づくりをすすめるために、今回ヘルスポイントによる
『新鮮な果実を使った手作りジャム』の交換を行うことになりました。�

《変換方法》�
（１）40歳以上の方全員にヘルスカードを郵送します。�
（２）保健福祉課で下記のヘルスポイントを確認し、ヘルスカー

ドに押印します。�
（３）ポイントが3つ以上であれば手作りジャムと交換します。

尚、先着1,000名の方に限ります。�
《ポイント対象条件》�
（１） 平成21年度中に特定健診等の健診・いずれかのがん検

診・歯科健診の受診が確認できればそれぞれ1ポイント（健
診結果をお示しください）�

（２）自分の健診結果・受診状況・服薬の状況を記録していれ
ば1ポイント（健康管理ファイル等をお示しください）�

（３）平成21年度中に総合福祉センターのトレーニングルー
ムの利用が3回以上あれば１ポイント�

（４）喫煙のない方は1ポイント（お聞きします）�
（５）自分の血圧値をだいたい把握していれば1ポイント（お

聞きします）�
（６）地域サロン等に参加していれば1ポイント（お聞きします）�
（７）健康や介護予防に気をつけていれば1ポイント（お聞き

します）�

料理教室　後期Part.3

ヘルシー料理にチャレンジ�
　メタボが気になる方、健康体を維持したい方、もっと健康になりたい

方、健康的な食事や食習慣についてみなさん一緒に学びましょう。�

【日  　　　時】12月22日（火）　午前9時30分～昼食終了まで�

【場 　　　 所】総合福祉センター（調理実習室）�

【内 　　　 容】調理実習と講話�

　　　　　　　　　「カロリー計算で糖尿病予防！！」�

【持ってくる物】エプロン、三角巾、持ち帰り用容器�

　　　　　　　　健康管理ファイル（持っている方）�

【参　加　費】200円�

【定　　　　員】15名�

【申し込み締め切り】12月18日（金）�

　　　　　　　　※但し、申込者多数の場合は抽選により決めさせて�

　　　　　　　　　いただきます。�

【申 込 み 先】保健福祉課（TEL 489－9960）�

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回
相談を下記のとおり実施します。�
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわか
らない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざまな
相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行
います。�
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してくださ
い。（家庭訪問も行います。）�
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所ま
でご連絡ください。�

　平成20年度からスタートした特定健康診査。メタボリックシンドローム（メタ�
ボ）に着目したこの健診は心臓病や脳卒中などの生活習慣病を防ぐために欠かせないものです。�
　また、特定健康診査では未受診者が多いと保険税に影響しますが、そもそも病気になってしまうと家計にも負担となっ
てしまいます。�
　対象年齢の人は特定健康診査を受けて、健康づくりに活かしていきましょう。       �
■国保特定健診対象者：40－74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。       �
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）�
■受診方法：医療機関（紀美野町・海南市内）での受診になります。事前に医療機関に連絡してからお受け下さい。�
　　　　　　集団健診は今年度終了しました。�

〔連絡先〕平日（8：30～17：15）　TEL 489－9960（直通）�
　　　　　休日・夜間（17：15以降） TEL 489－2430�
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4　紀美野町総合福祉センター内�

虐待予防に関する相談窓口�地域包括支援センター（保健福祉課）�

もう受けましたか？　特定健康診査（国民健康保険ご加入の方）！！�

年1回　特定健康診査を必ず受診しましょう！！�

■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。�

■受診方法：医療機関（紀美野町・海南市内）での受診になります。事前に医療機関に連絡してからお受け下さい。       

◆胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。�
◆子宮頸がん検診で過去6ヶ月以内に不正出血や月経異常のある方は医療機関での検診をお勧めします。�
◆ペースメーカー装着者・豊胸術実施者・乳房温存治療後・妊娠中の方は安全上、町の乳房検診をお受けいただく事ができ�
　ません。（医療機関で御相談下さい）。�

がん検診について（胃・大腸・肺・子宮頸・乳がん検診）�

～がん検診を受けるにあたってご注意下さい～�

お知らせ�～女性特有のがん検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）対象者の方～�
9月末に対象者の方へ上記がん検診の無料クーポン券と検診手帳を送付しています。�
まだ、利用されていない方は、この機会にぜひご受診ください！！�

受診期限�

（平成22
年1月29日

まで）�

がせまって
います。�

お早めに！！
�

エ イ ズ 即 日 検 査 �検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は�約２週間後）にお知らせします。�

《お問い合わせ》保健福祉課　TEL 489－9960

健康づくりコーナー�《お問い合わせ》保健福祉課　TEL 489－9960

精神障がいの方・�
家族の方�

身体障がいや�
知的障がいの方・�
家族の方�

総合福祉センター　　�
　　　　　　９時３０分～正午�
美里支所　１３時３０分～１６時�

総合福祉センター　　�
　　　　　　９時３０分～正午�
美里支所　１３時３０分～１６時�

１２月�
１日�
（火）�
�

対　象　者� 月　日� 場　所・時　間� 予　約　先�

１２月�
１６日�
（水）�
�

野上厚生病院内�
相談支援事業所�
ＴＥＬ４８９－２９０８�
　　　　　　 　�
療育センターＡＯＩ�
ＴＥＬ４８３－０４５４�

あおい�
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障がい者巡回相談のお知らせ�

■場　所：総合福祉センター　2日・9日・16日（いずれも水曜日）�
■時　間：午前9時～11時�

■内　容：健康に関することすべて�
■対象者：住民すべての方�

12月の日程�

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。�
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。�

お問い合わせ先　�
　保健福祉課　TEL489－9960

事　業　名� 対 象 ・ 内 容 等� 日　　　時�
健康診断書の作成�
一般健康相談�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

エイズの各種相談� １２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�

１４：００～１６：００�
１４：００～１６：００�

心の健康上、不安をもつ方及び家族�
�
�
※精神科医師が相談に応じます。�

１２月９日（水）�
１２月１７日（木）�
１２月２１日（月）�
※予約制です。�

 ９：００～�
１３：３０～�
１３：３０～�

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（TEL　482－0600）  

保健保健センターだーだより�保健センターだより�
平成21年度衛生カレンダーをご覧下さい。�
子育て支援センターからのお知らせ�

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉�
○第一保育所：１２月１日（火）ＴＥＬ４８９－２１４４�
○第二保育所：１２月１４日（月）ＴＥＬ４８９－４９５３�
○小川保育所：１２月４日（金）ＴＥＬ４８９－２４０５�

○神野保育所：１２月２日（水）ＴＥＬ４９５－２０４９�
○毛原保育所：１２月９日（水）ＴＥＬ４９９－０１３１�

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉�
○コアラ　　　　１２月８日（火）９：３０～１１：３０　総合福祉センター（クリスマス会）  �
○カンガルー　　１２月１８日（金）９：３０～１１：００　総合福祉センター  �
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。  

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ�
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者�

※留守の場合は、第二保育所�

健 康 相 談 �

エ イ ズ 検 査 �

検 便 �

こころの健康相談�

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための�
血液検査と登録手続きを行います。�

１２月８日（火）�
１２月２２日（火）�
※予約制です。�

１５：００～１６：００�
１５：００～１６：００�

１２月２２日（火）�
※予約制です。�

１７：００～１９：００�

医療に関する各種相談に応じます。� 月曜日～金曜日� ９：００～１７：００�医 療 安 全 相 談 �

骨 髄 バ ン ク�

登 録 検 査 �

子育て支援センター�毎　週　月　曜　日／９：００～１１：３０・１４：００～１６：３０�
第１・３・５週の木曜日／９：００～１１：３０�

毎月　第２・４週の木曜日／９：３０～１１：３０�

育児相談�センター開放日と同じ日・時で行います。　�
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者�
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問�
　相談を行います。�

自然体験世代交流センター�鎌滝６３６（ＴＥＬ ４９５－３１２７）� 献血のお知らせ�
12月7日（月）�
１４：３０～１６：００　特別養護老人ホーム美里園�
※その日の健康状態や服薬等により、献血でき�
　ない場合があります。 �

ヘルスポイントのお知らせ�
　紀美野町では、40歳以上の方の健診の受診向上と積極的な健康づくりをすすめるために、今回ヘルスポイントによる
『新鮮な果実を使った手作りジャム』の交換を行うことになりました。�

《変換方法》�
（１）40歳以上の方全員にヘルスカードを郵送します。�
（２）保健福祉課で下記のヘルスポイントを確認し、ヘルスカー

ドに押印します。�
（３）ポイントが3つ以上であれば手作りジャムと交換します。

尚、先着1,000名の方に限ります。�
《ポイント対象条件》�
（１） 平成21年度中に特定健診等の健診・いずれかのがん検

診・歯科健診の受診が確認できればそれぞれ1ポイント（健
診結果をお示しください）�

（２）自分の健診結果・受診状況・服薬の状況を記録していれ
ば1ポイント（健康管理ファイル等をお示しください）�

（３）平成21年度中に総合福祉センターのトレーニングルー
ムの利用が3回以上あれば１ポイント�

（４）喫煙のない方は1ポイント（お聞きします）�
（５）自分の血圧値をだいたい把握していれば1ポイント（お

聞きします）�
（６）地域サロン等に参加していれば1ポイント（お聞きします）�
（７）健康や介護予防に気をつけていれば1ポイント（お聞き

します）�

料理教室　後期Part.3

ヘルシー料理にチャレンジ�
　メタボが気になる方、健康体を維持したい方、もっと健康になりたい

方、健康的な食事や食習慣についてみなさん一緒に学びましょう。�

【日  　　　時】12月22日（火）　午前9時30分～昼食終了まで�

【場 　　　 所】総合福祉センター（調理実習室）�

【内 　　　 容】調理実習と講話�

　　　　　　　　　「カロリー計算で糖尿病予防！！」�

【持ってくる物】エプロン、三角巾、持ち帰り用容器�

　　　　　　　　健康管理ファイル（持っている方）�

【参　加　費】200円�

【定　　　　員】15名�

【申し込み締め切り】12月18日（金）�

　　　　　　　　※但し、申込者多数の場合は抽選により決めさせて�

　　　　　　　　　いただきます。�

【申 込 み 先】保健福祉課（TEL 489－9960）�

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回
相談を下記のとおり実施します。�
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわか
らない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざまな
相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行
います。�
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してくださ
い。（家庭訪問も行います。）�
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所ま
でご連絡ください。�

　平成20年度からスタートした特定健康診査。メタボリックシンドローム（メタ�
ボ）に着目したこの健診は心臓病や脳卒中などの生活習慣病を防ぐために欠かせないものです。�
　また、特定健康診査では未受診者が多いと保険税に影響しますが、そもそも病気になってしまうと家計にも負担となっ
てしまいます。�
　対象年齢の人は特定健康診査を受けて、健康づくりに活かしていきましょう。       �
■国保特定健診対象者：40－74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。       �
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）�
■受診方法：医療機関（紀美野町・海南市内）での受診になります。事前に医療機関に連絡してからお受け下さい。�
　　　　　　集団健診は今年度終了しました。�

〔連絡先〕平日（8：30～17：15）　TEL 489－9960（直通）�
　　　　　休日・夜間（17：15以降） TEL 489－2430�
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4　紀美野町総合福祉センター内�

虐待予防に関する相談窓口�地域包括支援センター（保健福祉課）�

もう受けましたか？　特定健康診査（国民健康保険ご加入の方）！！�

年1回　特定健康診査を必ず受診しましょう！！�

■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。�

■受診方法：医療機関（紀美野町・海南市内）での受診になります。事前に医療機関に連絡してからお受け下さい。       

◆胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。�
◆子宮頸がん検診で過去6ヶ月以内に不正出血や月経異常のある方は医療機関での検診をお勧めします。�
◆ペースメーカー装着者・豊胸術実施者・乳房温存治療後・妊娠中の方は安全上、町の乳房検診をお受けいただく事ができ�
　ません。（医療機関で御相談下さい）。�

がん検診について（胃・大腸・肺・子宮頸・乳がん検診）�

～がん検診を受けるにあたってご注意下さい～�

お知らせ�～女性特有のがん検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）対象者の方～�
9月末に対象者の方へ上記がん検診の無料クーポン券と検診手帳を送付しています。�
まだ、利用されていない方は、この機会にぜひご受診ください！！�

受診期限�

（平成22
年1月29日

まで）�

がせまって
います。�

お早めに！！
�

エ イ ズ 即 日 検 査 �検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は�約２週間後）にお知らせします。�

《お問い合わせ》保健福祉課　TEL 489－9960

健康づくりコーナー�《お問い合わせ》保健福祉課　TEL 489－9960

精神障がいの方・�
家族の方�

身体障がいや�
知的障がいの方・�
家族の方�

総合福祉センター　　�
　　　　　　９時３０分～正午�
美里支所　１３時３０分～１６時�

総合福祉センター　　�
　　　　　　９時３０分～正午�
美里支所　１３時３０分～１６時�

１２月�
１日�
（火）�
�

対　象　者� 月　日� 場　所・時　間� 予　約　先�

１２月�
１６日�
（水）�
�

野上厚生病院内�
相談支援事業所�
ＴＥＬ４８９－２９０８�
　　　　　　 　�
療育センターＡＯＩ�
ＴＥＬ４８３－０４５４�

あおい�
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水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側

に
お
い
て
漏
水
が
発
生
し
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
１

月
検
針
分
（
平
成
21
年
12
月
水

道
使
用
分
）
か
ら
、
通
常
使
用

水
量
よ
り
増
加
し
た
分
の
２
分

の
１
を
差
し
引
い
た
料
金
に
減

免
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
減
免
申
請
の
際
に
は
、

水
道
事
業
納
付
金
減
免
申
請
書

が
必
要
で
す
。�

　
な
お
、
漏
水
時
の
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
、
紀
美
野
町
給
水

条
例
に
従
い
ま
し
て
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
施
行
し

て
い
た
だ
く
等
、
所
定
の
条
件

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
申
請
の

際
に
は
事
前
に
水
道
課
（
℡
　

４
８
９
―
２
４
７
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

期
日
　
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）�

受
付
　
午
後
１
時�

開
式
　
午
後
１
時
30
分�

場
所
　
中
央
公
民
館�

対
象
　
平
成
元
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ�

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務

学
事
課
（
℡
４
８
９
―
５
９

１
０
）
へ�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
12
月
28
日
（
月
）
は
、
新
シ

ス
テ
ム
へ
の
切
替
作
業
に
伴
い
、

終
日
、
電
子
証
明
書
の
発
行
・

失
効
の
申
請
を
停
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
１
月
４
日
（
月
）

か
ら
は
、
通
常
ど
お
り
業
務
を

行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
住
民
課
受
付
係�

　
℡
４
８
９
―
５
９
２
０�

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一
新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。�

○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに
「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相
談などの窓口として引き続きご利用いただけま
す。また、「年金事務所」は、現在ある社会保
険事務所の建物をそのまま使用しますので、所
在地に変更はありません。�

○　日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保
険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた
各種の関係書類は、内容により、今後は厚生労
働省または日本年金機構の名義でご案内させて
いただくことになりますが、国民の皆様方に何
らかの手続をしていただくことは一切ございま
せんので、ご安心ください。�

○　日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の
運営業務を引き継いで行うこととなりますが、
公的年金制度は、国の制度として、その財政や
運営に国が引き続き責任を持つことについては、
これまでと変わりません。�

�
�
�

宅
内
漏
水
に
お
け
る�

水
道
料
金
減
免
措
置
の�

お
知
ら
せ�

　
任
期
満
了
に
伴
う
紀
美
野
町

長
選
挙
が
、
平
成
22
年
１
月
31

日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
々
に
御
参
集
を
い
た
だ
き
、

公
職
選
挙
法
の
説
明
、
立
候
補

手
続
き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。�

　
立
候
補
予
定
者
（
代
理
人
で

も
よ
い
）
は
、
必
ず
御
出
席
を

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

�

記�
�

日
　
時
　
平
成
21
年
12
月
22
日�

　
　
　
　（
火
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り�

場
　
所
　
紀
美
野
町
役
場
２
階�

　
　
　
　
２
Ｂ
会
議
室�

※
詳
し
く
は
、
紀
美
野
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で�

　
℡
０
７
３
―
４
８
９
―
２
３

５
９
（
直
通
）�

紀
美
野
町
長
選
挙
立
候
補�

予
定
者
説
明
会
の
開
催
に�

つ
い
て�

成
人
式
の
ご
案
内�

電
子
証
明
書
発
行
・
失
効
等�

業
務
の
停
止
に
つ
い
て�

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
21
年
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。�

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。�

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先�

　
　
紀
美
野
町
役
場�

　
　
　
　
　
　
　
企
画
管
財
課

℡
４
８
９
―
５
９
１
３（
直
通
）�

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ�

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
就
職
に
有
利
な
専
門
的
知
識

や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。�

募
集
訓
練
科�

　
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科
　
３
カ
月�

訓
練
期
間 �

　
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科�

　
　
平
成
22
年
２
月
２
日
（
火
）�

　
　
　
　
　
〜
４
月
27
日
（
火
）�

募
集
期
間�

　
　
平
成
21
年
12
月
４
日
（
金
）�

　
　
　
〜
22
年
１
月
８
日
（
金
）�

受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）�

問
い
合
わ
せ
先�

　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
和
歌
山
セ
ン
タ
ー
訓

練
課�

℡
０
７
３（
４
６
１
）５
６
４
９

職
業
訓
練
生
の
募
集�

　
共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
）
内
の
共
同
受
信
施

設
や
、
建
物
等
に
よ
る
受
信
障

害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共

同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
し
て
助
成
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。�

　
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
に
お
い
て
、
経
費
負
担
が
過

重
と
な
る
場
合
（
世
帯
当
た
り

３
万
５
千
円
以
上
）
、
国
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
所
有

す
る
共
同
受
信
施
設
は
助
成
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修

工
事
の
実
施
前
に
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
共
同
住
宅

の
共
同
受
信
施
設
に
対
す
る
助

成
金
制
度
は
２
０
１
０
年
１
月

15
日
、
受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ

ル
化
の
助
成
金
制
度
は
２
０
０

９
年
12
月
28
日
が
申
請
の
締
切

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
サ
ポ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://digisuppo.jp/  

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　�

　
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

は
℡
０
５
７
０
―
０
９
３
―
７

２
４�

（
平
日
９:

00
〜
18:

00
）
と
な

り
ま
す
。
　�

（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
が
つ
な
が
ら
な
い
方
は
、
０

３
―
５
６
２
３
―
３
１
２
１
で

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
）�

　
助
成
金
申
請
は
、
総
務
省
和

歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称:

デ
ジ
サ
ポ
和

歌
山
　
℡ 

０
７
３
―
４
２
６

―
２
６
７
１
）
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。�

　農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書に基づいて、農業委員会選挙人名簿を調製しています。
従って申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくなります。�
　次の要件に該当する農業者の方々に登載資格がありますので資格のある方は、平成22年１月10日（日）までに
必ず提出してください。�
※資格のない方の提出は不要です。�

【資格要件】�
　①平成２２年１月１日現在、紀美野町に住所を有する方�
　②年齢満２０歳以上の方（平成２年４月１日以前に生ま

れた方）�
　③１０アール以上の農地につき耕作の業務を営む方及び

その方の同居の親族又はその配偶者で、年間おおむ
ね６０日以上耕作に従事していると農業委員会が認め
た方�

※配布及び回収方法�
　　農業委員会選挙人名簿登載申請書は、１月広報とと
もに各戸配布されますので、該当される農家の方々は、
申請忘れのないようにお願いいたします。�

　　なお、申請書は、右記へ提出していただくようお願
いいたします。お手数をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をお願いします。�

〈提出先〉  �
　・紀美野町役場本庁舎　産業課（農業委員会事務局）�
　　　　　　　 　（直通）489-5901（代表）489-2430�
　・紀美野町役場美里支所　産業・建設室�
　　　　　　　 　（直通）495-3462（代表）495-2021�
〈提出期限〉 平成２２年１月１０日（日）�
�
※提出期限日の前日及び当日の申請については、役場
休業日となりますので役場本庁でのみ受付します。�

※詳しくは、役場本庁（産業課）又は美里支所（産業・
建設室）へお問い合わせください。�
�

「日本年金機構」が来年1月1日からスタート！�
来年1月10日までの提出にご協力を！�
農家の方々へ  農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ�

～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～�

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の�

共
同
受
信
施
設
の

共
同
受
信
施
設
の�

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ�

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の�

共
同
受
信
施
設
の�

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ�

にっぽん�

昨年の成人式�

社会保険庁�

日本年金機構�

厚生労働省�

公的年金の運営業務�

廃
止�

公的年金の�
財政責任・運営責任�

平成22年１月１日�
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水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側

に
お
い
て
漏
水
が
発
生
し
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
１

月
検
針
分
（
平
成
21
年
12
月
水

道
使
用
分
）
か
ら
、
通
常
使
用

水
量
よ
り
増
加
し
た
分
の
２
分

の
１
を
差
し
引
い
た
料
金
に
減

免
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
減
免
申
請
の
際
に
は
、

水
道
事
業
納
付
金
減
免
申
請
書

が
必
要
で
す
。�

　
な
お
、
漏
水
時
の
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
、
紀
美
野
町
給
水

条
例
に
従
い
ま
し
て
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
施
行
し

て
い
た
だ
く
等
、
所
定
の
条
件

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
申
請
の

際
に
は
事
前
に
水
道
課
（
℡
　

４
８
９
―
２
４
７
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

期
日
　
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）�

受
付
　
午
後
１
時�

開
式
　
午
後
１
時
30
分�

場
所
　
中
央
公
民
館�

対
象
　
平
成
元
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ�

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務

学
事
課
（
℡
４
８
９
―
５
９

１
０
）
へ�

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
12
月
28
日
（
月
）
は
、
新
シ

ス
テ
ム
へ
の
切
替
作
業
に
伴
い
、

終
日
、
電
子
証
明
書
の
発
行
・

失
効
の
申
請
を
停
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
１
月
４
日
（
月
）

か
ら
は
、
通
常
ど
お
り
業
務
を

行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
住
民
課
受
付
係�

　
℡
４
８
９
―
５
９
２
０�

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一
新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。�

○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに
「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相
談などの窓口として引き続きご利用いただけま
す。また、「年金事務所」は、現在ある社会保
険事務所の建物をそのまま使用しますので、所
在地に変更はありません。�

○　日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保
険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた
各種の関係書類は、内容により、今後は厚生労
働省または日本年金機構の名義でご案内させて
いただくことになりますが、国民の皆様方に何
らかの手続をしていただくことは一切ございま
せんので、ご安心ください。�

○　日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の
運営業務を引き継いで行うこととなりますが、
公的年金制度は、国の制度として、その財政や
運営に国が引き続き責任を持つことについては、
これまでと変わりません。�

�
�
�

宅
内
漏
水
に
お
け
る�

水
道
料
金
減
免
措
置
の�

お
知
ら
せ�

　
任
期
満
了
に
伴
う
紀
美
野
町

長
選
挙
が
、
平
成
22
年
１
月
31

日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
々
に
御
参
集
を
い
た
だ
き
、

公
職
選
挙
法
の
説
明
、
立
候
補

手
続
き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。�

　
立
候
補
予
定
者
（
代
理
人
で

も
よ
い
）
は
、
必
ず
御
出
席
を

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

�

記�
�

日
　
時
　
平
成
21
年
12
月
22
日�

　
　
　
　（
火
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り�

場
　
所
　
紀
美
野
町
役
場
２
階�

　
　
　
　
２
Ｂ
会
議
室�

※
詳
し
く
は
、
紀
美
野
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で�

　
℡
０
７
３
―
４
８
９
―
２
３

５
９
（
直
通
）�

紀
美
野
町
長
選
挙
立
候
補�

予
定
者
説
明
会
の
開
催
に�

つ
い
て�

成
人
式
の
ご
案
内�

電
子
証
明
書
発
行
・
失
効
等�

業
務
の
停
止
に
つ
い
て�

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
21
年
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。�

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。�

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先�

　
　
紀
美
野
町
役
場�

　
　
　
　
　
　
　
企
画
管
財
課

℡
４
８
９
―
５
９
１
３（
直
通
）�

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ�

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
就
職
に
有
利
な
専
門
的
知
識

や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。�

募
集
訓
練
科�

　
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科
　
３
カ
月�

訓
練
期
間 �

　
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科�

　
　
平
成
22
年
２
月
２
日
（
火
）�

　
　
　
　
　
〜
４
月
27
日
（
火
）�

募
集
期
間�

　
　
平
成
21
年
12
月
４
日
（
金
）�

　
　
　
〜
22
年
１
月
８
日
（
金
）�

受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）�

問
い
合
わ
せ
先�

　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
和
歌
山
セ
ン
タ
ー
訓

練
課�

℡
０
７
３（
４
６
１
）５
６
４
９

職
業
訓
練
生
の
募
集�

　
共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
）
内
の
共
同
受
信
施

設
や
、
建
物
等
に
よ
る
受
信
障

害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共

同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
し
て
助
成
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。�

　
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
に
お
い
て
、
経
費
負
担
が
過

重
と
な
る
場
合
（
世
帯
当
た
り

３
万
５
千
円
以
上
）
、
国
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
所
有

す
る
共
同
受
信
施
設
は
助
成
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修

工
事
の
実
施
前
に
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
共
同
住
宅

の
共
同
受
信
施
設
に
対
す
る
助

成
金
制
度
は
２
０
１
０
年
１
月

15
日
、
受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ

ル
化
の
助
成
金
制
度
は
２
０
０

９
年
12
月
28
日
が
申
請
の
締
切

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
サ
ポ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://digisuppo.jp/  

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　�

　
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口

は
℡
０
５
７
０
―
０
９
３
―
７

２
４�

（
平
日
９:

00
〜
18:

00
）
と
な

り
ま
す
。
　�

（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
が
つ
な
が
ら
な
い
方
は
、
０

３
―
５
６
２
３
―
３
１
２
１
で

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
）�

　
助
成
金
申
請
は
、
総
務
省
和

歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称:

デ
ジ
サ
ポ
和

歌
山
　
℡ 

０
７
３
―
４
２
６

―
２
６
７
１
）
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。�

　農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書に基づいて、農業委員会選挙人名簿を調製しています。
従って申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくなります。�
　次の要件に該当する農業者の方々に登載資格がありますので資格のある方は、平成22年１月10日（日）までに
必ず提出してください。�
※資格のない方の提出は不要です。�

【資格要件】�
　①平成２２年１月１日現在、紀美野町に住所を有する方�
　②年齢満２０歳以上の方（平成２年４月１日以前に生ま

れた方）�
　③１０アール以上の農地につき耕作の業務を営む方及び

その方の同居の親族又はその配偶者で、年間おおむ
ね６０日以上耕作に従事していると農業委員会が認め
た方�

※配布及び回収方法�
　　農業委員会選挙人名簿登載申請書は、１月広報とと
もに各戸配布されますので、該当される農家の方々は、
申請忘れのないようにお願いいたします。�

　　なお、申請書は、右記へ提出していただくようお願
いいたします。お手数をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をお願いします。�

〈提出先〉  �
　・紀美野町役場本庁舎　産業課（農業委員会事務局）�
　　　　　　　 　（直通）489-5901（代表）489-2430�
　・紀美野町役場美里支所　産業・建設室�
　　　　　　　 　（直通）495-3462（代表）495-2021�
〈提出期限〉 平成２２年１月１０日（日）�
�
※提出期限日の前日及び当日の申請については、役場
休業日となりますので役場本庁でのみ受付します。�

※詳しくは、役場本庁（産業課）又は美里支所（産業・
建設室）へお問い合わせください。�
�

「日本年金機構」が来年1月1日からスタート！�
来年1月10日までの提出にご協力を！�
農家の方々へ  農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ�

～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～�

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の�

共
同
受
信
施
設
の

共
同
受
信
施
設
の�

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ�

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の�

共
同
受
信
施
設
の�

　
　
地
デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ�

にっぽん�

昨年の成人式�

社会保険庁�

日本年金機構�

厚生労働省�

公的年金の運営業務�

廃
止�

公的年金の�
財政責任・運営責任�

平成22年１月１日�
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※
「
通
行
止
め
」
「
ご
声
援
」
の
お
願
い�

　
今
大
会
は
、
約
千
数
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会

場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め
及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
地
図
参
照
）�

　
ま
た
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

１
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）�

長
野
県
拇
池
高
原
ス
キ
ー
場�

■
参
加
資
格
　
紀
美
野
町
在
住
在
勤
の
方
、

ま
た
は
、
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
の
方
（
小
学
４
年
生
以
下
の
子
ど

も
に
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
）�

■
定
員
　
35
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）�

■
参
加
費�

　
中
学
生
以
上
　
１
２，
０
０
０
円�

　
小
学
生
以
下
　
　
８，
０
０
０
円�

　
※
レ
ン
タ
ル
料
（
板
・
靴
等
）
、
リ

フ
ト
代
等
、
一
部
食
事
代
等
は
個
人

負
担�

■
申
込
み
　
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
12
月
11
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。�

■
日
程�

　
１
月
８
日
（
金
）�

　
【
21
時
】
役
場
発
↓
ス
キ
ー
場
着�

　
１
月
９
日
（
土
）�

　
【
終
日
】
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
１
月
10
日
（
日
）�

　
【
午
前
】
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
【
午
後
】
ス
キ
ー
場
発
↓
役
場
着�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
時
頃
）�

■
問
合
せ
　
中
央
公
民
館�

教育委員会�
　生涯学習課�
　　TEL  489－5915�
　学事・生涯学習室�
　　TEL  495－9055�

文化センター�
　　TEL  495－9055�

中央公民館�
　　TEL  489－5915�

小川地区公民館�
　　TEL  489－4511�

志賀野地区公民館�
　　TEL  489－5145�

セミナーハウス未来塾�
　　TEL  498－0521�

自然体験世代交流センター�
　　TEL  495－3127�

みさと天文台�
　　TEL  498－0305�

スポーツ公園管理棟�
　　TEL  489－5368

生
涯
学
習
情
報�

���

■
中
央
公
民
館�

２
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

　
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！�

９
日
　
干
し
柿
を
つ
く
っ
て
み�

　
　
　
よ
う
！�

16
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ�

23
・
30
日
　
お
休
み�

■
文
化
セ
ン
タ
ー�

２
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ�

９
日
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て

　
遊
ぼ
う
！�

16
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

　 

シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！�

23
・
30
日
　
お
休
み�

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】�

■
小
川
地
区
公
民
館�

４
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
「
ひ 

　�
���

１
月
23
日
（
土
）�

　
午
前
９
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
30
分�

１
月
24
日
（
日
）�

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時�

■
展
示
　
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
、�

花
作
り
（
寄
せ
植
え
）
、
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
書
、
パ
ソ

コ
ン
、
一
般
作
品
　
他�

■
サ
ー
ク
ル
発
表 

茶
席
、カ
ラ

オ
ケ
、な
つ
メ
ロ
、手
品
、他�

※
詳
し
く
は
１
月
号
で
。�

■
期
日
　
12
月
12
日
（
土
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

■
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
調
理
実
習
室�

■
参
加
費
３
０
０
円�

■
対
象
　
保
育
園
児
及
び
小
学

生
　
先
着
24
名�

（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
）�

■
持
ち
物
　
上
く
つ
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
す

い
と
う
、
マ
ス
ク�

■
締
切
り
　
12
月
８
日
（
火
）�

■
問
合
せ�

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー�

　
電
話
（
４
８
９
・
５
９
０
９
）�

���

「
個
展
」
　
中
垣
内
正
人�

　
　
　
　
　
　 

（
写
真
・
絵
画
）�

■
期
日 

12
月
初
旬
〜
３
月
下

旬
（
イ
ベ
ン
ト
を
除
く
開
館

時
間
、
週
毎
に
入
替
え
）�

■
場
所
　
み
さ
と
天
文
台�

　
　
　
　
月
の
館�

　
地
元
で
創
作
を
続
け
て
い
る

中
垣
内
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
よ
う
に
、
多
く
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。�

��

��

お
は
な
し
会�

������

■
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
12
月
２
日
（
水
）�

　
午
後
３
時
〜
　
１
時
間�

　
（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）�

■
中
央
公
民
館�

　
12
月
16
日
（
水
）�

　
午
後
３
時
〜
　
１
時
間�

　
（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）�

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜�

【
二
百
冊
】�

　
幡
司
り
な
（
第
１
保
）�

　
小
川
和
磨
（
第
２
保
）�

【
三
百
冊
】�

　
古
田
祐
也
（
下
小
１
年
）�

【
四
百
冊
】�

　
須
川
翔
天
（
第
２
保
）�

　
中
原
大
志
（
第
２
保
）�

　
中
原
　
葵
（
野
小
２
年
）�

　
住
田
詩
音
（
下
小
３
年
）�

【
五
百
冊
】�

　
中
原
龍
一
郎
（
２
歳
）�

　
松
本
紗
也
加
（
下
小
１
年
）�

　
桑
添
大
輔
（
野
小
２
年
）�

　
田
伏
菜
央
（
野
小
４
年
）�

【
千
冊
】�

　
佐
々
本
優
奈�

　
　
　
（
紀
北
支
援
中
等
部
）�

【
児
童
図
書
】�

「
だ
っ
こ
の
お
に
ぎ
り
」�

　
　
　
　
　
長
野
ヒ
デ
子
・
著�

　
マ
マ
に
だ
っ
こ
を
お
ね
だ
り

す
る
女
の
子
。
マ
マ
の
だ
っ
こ

は
、
お
に
ぎ
り
の
だ
っ
こ
で
す
。

ご
は
ん
を
ま
ぜ
て
、
塩
を
つ
け

て
、
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ
。
お
に
ぎ

り
を
作
る
よ
う
な
、
楽
し
い
だ
っ

こ
！
親
子
で
歌
っ
て
踊
っ
て
遊

べ
る
絵
本
。
巻
末
に
楽
譜
付
き
。�

「
ね
こ
の
お
す
し
や
さ
ん
」�

　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る
・
著�

　
お
す
し
が
大
好
き
な
ね
こ
た

ち
と
、
潜
水
艦
に
も
変
身
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
さ
か
な
ぐ
る
ま
に

乗
っ
た
お
す
し
や
さ
ん
。
お
す

し
が
食
べ
た
く
な
る
愉
快
な
絵

本
。�

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
き
あ
が
り
！
」�

　
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
・
著�

　
身
近
な
食
べ
物
が
つ
く
ら
れ

る
過
程
と
、
鮮
や
か
な
絵
で
生

き
生
き
と
描
く
絵
本
。�

図
書
室
だ
よ
り�

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」�

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム�

志
賀
野
地
区
公
民
館�

　
　
　
　  

作
品
展
示
会�

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室�

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！�

�

み
さ
と
天
文
台
イ
ベ
ン
ト
情
報
！�

【
一
般
図
書
】�

「
殺
気
！
」
　
雫
井
脩
介
・
著�

　
大
学
生
の
ま
し
ろ
は
、
12
歳

の
と
き
、
何
者
か
に
拉
致
・
監

禁
さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
無

事
に
保
護
さ
れ
た
が
、
犯
人
は

不
明
の
ま
ま
だ
。
ま
し
ろ
に
は

特
異
な
能
力
が
あ
っ
た
。
ま
し

ろ
の
不
思
議
な
力
に
興
味
を
持
っ

た
タ
ウ
ン
誌
記
者
の
次
美
は
、

彼
女
の
過
去
を
調
べ
始
め
る
。

や
が
て
、
拉
致
・
監
禁
の
真
相

が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、
新
た

に
恐
る
べ
き
事
件
が
・
・
・
。�

「
き
り
き
り
舞
い
」�

　
　
　
　
　
　
諸
田
玲
子
・
著�

　
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
著

者
で
あ
る
十
返
舎
一
九
の
娘
の

舞
。
奇
行
衆
に
囲
ま
れ
、
縁
談

は
壊
さ
れ
、
き
り
き
り
舞
い
の

日
々
が
続
く
ば
か
り
の
彼
女
を
、

見
初
め
た
武
家
の
若
者
・
上
野

市
之
介
。
今
度
こ
そ
舞
の
恋
は

実
る
の
か
・
・
・
。�

第
4
回
　
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

12
月
20
日（
日
）　
■
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
　�

　
　
　
　
　
　
　
■
場
所
　
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺�

■通行止め区間　町道志賀野・井の口線�
（ブロイラー生産団地～ふれあい公園～ドーシェル）�
■上記A、B、Cの区間及びB～D区間は通行止め�
■矢印は迂回路です。�

雪
国
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
　
　
　
　
体
験
ツ
ア
ー
開
催
！�

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）�

　
２，
５
０
０
円
（
前
売
り
）�

　
３，
０
０
０
円
（
当
日
）�

　
※
前
売
り
券
完
売
の
場
合
は
、
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。�

※
ご
予
約
は
、
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

直
接
販
売
所
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。�

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　�

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

中
央
公
民
館
　
美
里

支
所 

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所
　
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館 

イ

シ
イ
（
イ
ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）
　�

■
主
催
　
紀
美
野
町
　�

　
　
　
　
紀
美
野
町
教
育
委
員
会�

■
問
合
せ
　
文
化
セ
ン
タ
ー�

〔中央公民館〕�
開放時間　9：00～17：00�
休 館 日　火曜日、祝日（日曜日�
　　　　　が祝日の場合は、翌日）、�
　　　　　年末年始�
〔文化センター〕�
開放時間　9：00～17：00　�
休 館 日　月、火曜日、祝日、�
　　　　　年末年始�

・「殺気！」�
・「身代わり」 �
・「これでよろしくて？」�
�
・「傷痕」  �
・「きりきり舞い」�
・「わたしはなんでも知っている」�
�
・「だっこのおにぎり」　�
�
・「ねこのおすしやさん」�
�
・「ホットケーキできあがり！」�
�
�

雫井脩介・著�
 西澤保彦・著�

�
川上弘美・著�
 矢口敦子・著�
諸田玲子・著�

�
令丈ヒロ子・著�

�
長野ヒデ子 ・著�

�
鈴木まもる ・著�

�
エリック・カール・著�

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

新刊紹介�
■文化センター�

12月12日（土）�
開場　午後5時30分�
開演　午後6時�
文化センター�

   09
上
田
正
樹�

　  

き
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ�

ま
わ
り
の
た
ね
」の
皆
さ
ん
）�
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※
「
通
行
止
め
」
「
ご
声
援
」
の
お
願
い�

　
今
大
会
は
、
約
千
数
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会

場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め
及
び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
地
図
参
照
）�

　
ま
た
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

１
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）�

長
野
県
拇
池
高
原
ス
キ
ー
場�

■
参
加
資
格
　
紀
美
野
町
在
住
在
勤
の
方
、

ま
た
は
、
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
の
方
（
小
学
４
年
生
以
下
の
子
ど

も
に
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
）�

■
定
員
　
35
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）�

■
参
加
費�

　
中
学
生
以
上
　
１
２，
０
０
０
円�

　
小
学
生
以
下
　
　
８，
０
０
０
円�

　
※
レ
ン
タ
ル
料
（
板
・
靴
等
）
、
リ

フ
ト
代
等
、
一
部
食
事
代
等
は
個
人

負
担�

■
申
込
み
　
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
12
月
11
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。�

■
日
程�

　
１
月
８
日
（
金
）�

　
【
21
時
】
役
場
発
↓
ス
キ
ー
場
着�

　
１
月
９
日
（
土
）�

　
【
終
日
】
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
１
月
10
日
（
日
）�

　
【
午
前
】
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
【
午
後
】
ス
キ
ー
場
発
↓
役
場
着�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
時
頃
）�

■
問
合
せ
　
中
央
公
民
館�

教育委員会�
　生涯学習課�
　　TEL  489－5915�
　学事・生涯学習室�
　　TEL  495－9055�

文化センター�
　　TEL  495－9055�

中央公民館�
　　TEL  489－5915�

小川地区公民館�
　　TEL  489－4511�

志賀野地区公民館�
　　TEL  489－5145�

セミナーハウス未来塾�
　　TEL  498－0521�

自然体験世代交流センター�
　　TEL  495－3127�

みさと天文台�
　　TEL  498－0305�

スポーツ公園管理棟�
　　TEL  489－5368

生
涯
学
習
情
報�

���
■
中
央
公
民
館�

２
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

　
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！�

９
日
　
干
し
柿
を
つ
く
っ
て
み�

　
　
　
よ
う
！�

16
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ�

23
・
30
日
　
お
休
み�

■
文
化
セ
ン
タ
ー�

２
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ�

９
日
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て

　
遊
ぼ
う
！�

16
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

　 

シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！�

23
・
30
日
　
お
休
み�

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】�

■
小
川
地
区
公
民
館�

４
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
「
ひ 

　�
���

１
月
23
日
（
土
）�

　
午
前
９
時
30
分
〜�

　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
30
分�

１
月
24
日
（
日
）�

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時�

■
展
示
　
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
、�

花
作
り
（
寄
せ
植
え
）
、
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
書
、
パ
ソ

コ
ン
、
一
般
作
品
　
他�

■
サ
ー
ク
ル
発
表 

茶
席
、カ
ラ

オ
ケ
、な
つ
メ
ロ
、手
品
、他�

※
詳
し
く
は
１
月
号
で
。�

■
期
日
　
12
月
12
日
（
土
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

■
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
調
理
実
習
室�

■
参
加
費
３
０
０
円�

■
対
象
　
保
育
園
児
及
び
小
学

生
　
先
着
24
名�

（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
）�

■
持
ち
物
　
上
く
つ
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
す

い
と
う
、
マ
ス
ク�

■
締
切
り
　
12
月
８
日
（
火
）�

■
問
合
せ�

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー�

　
電
話
（
４
８
９
・
５
９
０
９
）�

���

「
個
展
」
　
中
垣
内
正
人�

　
　
　
　
　
　 

（
写
真
・
絵
画
）�

■
期
日 

12
月
初
旬
〜
３
月
下

旬
（
イ
ベ
ン
ト
を
除
く
開
館

時
間
、
週
毎
に
入
替
え
）�

■
場
所
　
み
さ
と
天
文
台�

　
　
　
　
月
の
館�

　
地
元
で
創
作
を
続
け
て
い
る

中
垣
内
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
よ
う
に
、
多
く
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。�

��

��

お
は
な
し
会�

������

■
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
12
月
２
日
（
水
）�

　
午
後
３
時
〜
　
１
時
間�

　
（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）�

■
中
央
公
民
館�

　
12
月
16
日
（
水
）�

　
午
後
３
時
〜
　
１
時
間�

　
（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）�

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜�

【
二
百
冊
】�

　
幡
司
り
な
（
第
１
保
）�

　
小
川
和
磨
（
第
２
保
）�

【
三
百
冊
】�

　
古
田
祐
也
（
下
小
１
年
）�

【
四
百
冊
】�

　
須
川
翔
天
（
第
２
保
）�

　
中
原
大
志
（
第
２
保
）�

　
中
原
　
葵
（
野
小
２
年
）�

　
住
田
詩
音
（
下
小
３
年
）�

【
五
百
冊
】�

　
中
原
龍
一
郎
（
２
歳
）�

　
松
本
紗
也
加
（
下
小
１
年
）�

　
桑
添
大
輔
（
野
小
２
年
）�

　
田
伏
菜
央
（
野
小
４
年
）�

【
千
冊
】�

　
佐
々
本
優
奈�

　
　
　
（
紀
北
支
援
中
等
部
）�

【
児
童
図
書
】�

「
だ
っ
こ
の
お
に
ぎ
り
」�

　
　
　
　
　
長
野
ヒ
デ
子
・
著�

　
マ
マ
に
だ
っ
こ
を
お
ね
だ
り

す
る
女
の
子
。
マ
マ
の
だ
っ
こ

は
、
お
に
ぎ
り
の
だ
っ
こ
で
す
。

ご
は
ん
を
ま
ぜ
て
、
塩
を
つ
け

て
、
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ
。
お
に
ぎ

り
を
作
る
よ
う
な
、
楽
し
い
だ
っ

こ
！
親
子
で
歌
っ
て
踊
っ
て
遊

べ
る
絵
本
。
巻
末
に
楽
譜
付
き
。�

「
ね
こ
の
お
す
し
や
さ
ん
」�

　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る
・
著�

　
お
す
し
が
大
好
き
な
ね
こ
た

ち
と
、
潜
水
艦
に
も
変
身
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
さ
か
な
ぐ
る
ま
に

乗
っ
た
お
す
し
や
さ
ん
。
お
す

し
が
食
べ
た
く
な
る
愉
快
な
絵

本
。�

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
き
あ
が
り
！
」�

　
　
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
・
著�

　
身
近
な
食
べ
物
が
つ
く
ら
れ

る
過
程
と
、
鮮
や
か
な
絵
で
生

き
生
き
と
描
く
絵
本
。�

図
書
室
だ
よ
り�
「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」�

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム�

志
賀
野
地
区
公
民
館�

　
　
　
　  

作
品
展
示
会�

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室�

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！�

�

み
さ
と
天
文
台
イ
ベ
ン
ト
情
報
！�

【
一
般
図
書
】�

「
殺
気
！
」
　
雫
井
脩
介
・
著�

　
大
学
生
の
ま
し
ろ
は
、
12
歳

の
と
き
、
何
者
か
に
拉
致
・
監

禁
さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
無

事
に
保
護
さ
れ
た
が
、
犯
人
は

不
明
の
ま
ま
だ
。
ま
し
ろ
に
は

特
異
な
能
力
が
あ
っ
た
。
ま
し

ろ
の
不
思
議
な
力
に
興
味
を
持
っ

た
タ
ウ
ン
誌
記
者
の
次
美
は
、

彼
女
の
過
去
を
調
べ
始
め
る
。

や
が
て
、
拉
致
・
監
禁
の
真
相

が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、
新
た

に
恐
る
べ
き
事
件
が
・
・
・
。�

「
き
り
き
り
舞
い
」�

　
　
　
　
　
　
諸
田
玲
子
・
著�

　
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
著

者
で
あ
る
十
返
舎
一
九
の
娘
の

舞
。
奇
行
衆
に
囲
ま
れ
、
縁
談

は
壊
さ
れ
、
き
り
き
り
舞
い
の

日
々
が
続
く
ば
か
り
の
彼
女
を
、

見
初
め
た
武
家
の
若
者
・
上
野

市
之
介
。
今
度
こ
そ
舞
の
恋
は

実
る
の
か
・
・
・
。�

第
4
回
　
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

12
月
20
日（
日
）　
■
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
　�

　
　
　
　
　
　
　
■
場
所
　
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺�

■通行止め区間　町道志賀野・井の口線�
（ブロイラー生産団地～ふれあい公園～ドーシェル）�
■上記A、B、Cの区間及びB～D区間は通行止め�
■矢印は迂回路です。�

雪
国
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド�

　
　
　
　
　
体
験
ツ
ア
ー
開
催
！�

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）�

　
２，
５
０
０
円
（
前
売
り
）�

　
３，
０
０
０
円
（
当
日
）�

　
※
前
売
り
券
完
売
の
場
合
は
、
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。�

※
ご
予
約
は
、
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

直
接
販
売
所
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。�

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　�

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

中
央
公
民
館
　
美
里

支
所 

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所
　
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館 

イ

シ
イ
（
イ
ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）
　�

■
主
催
　
紀
美
野
町
　�

　
　
　
　
紀
美
野
町
教
育
委
員
会�

■
問
合
せ
　
文
化
セ
ン
タ
ー�

〔中央公民館〕�
開放時間　9：00～17：00�
休 館 日　火曜日、祝日（日曜日�
　　　　　が祝日の場合は、翌日）、�
　　　　　年末年始�
〔文化センター〕�
開放時間　9：00～17：00　�
休 館 日　月、火曜日、祝日、�
　　　　　年末年始�

・「殺気！」�
・「身代わり」 �
・「これでよろしくて？」�
�
・「傷痕」  �
・「きりきり舞い」�
・「わたしはなんでも知っている」�
�
・「だっこのおにぎり」　�
�
・「ねこのおすしやさん」�
�
・「ホットケーキできあがり！」�
�
�

雫井脩介・著�
 西澤保彦・著�

�
川上弘美・著�
 矢口敦子・著�
諸田玲子・著�

�
令丈ヒロ子・著�

�
長野ヒデ子 ・著�

�
鈴木まもる ・著�

�
エリック・カール・著�

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

新刊紹介�
■文化センター�

12月12日（土）�
開場　午後5時30分�
開演　午後6時�
文化センター�

   09
上
田
正
樹�

　  

き
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ�

ま
わ
り
の
た
ね
」の
皆
さ
ん
）�
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仮
名
文
字
の
余
白
美
し
文
化
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

暮
の
秋
短
く
握
る
犬
の
紐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
亜
以
子

天
高
く
古
本
市
の
探
し
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

畦
道
の
先
導
は
猫
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

箒
目
を
崩
し
転
が
る
榠
　
の
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

芭
蕉
忌
や
分
厚
き
旅
行
案
内
書
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

直
哉
忌
や
外
湯
め
ぐ
り
の
下
駄
の
音
　
　
　
　
　
　
小
林
寿
美
子

霜
晴
れ
や
高
原
見
ゆ
る
里
に
住
み
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

鳶
鳴
く
や
ま
た
打
ち
返
す
秋
の
潮
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

屋
根
の
狭
間
が
額
縁
の
よ
う
で

　
　
　
　
　
以
外
と
速
い
雲
の
流
れ
を
知
る
　
　
　
　
河
野
昭
子

�
何
着
だ
�
た
と
思
う
？
�
き
ら
き
ら
と

　
　
　
　
　
目
の
輝
き
て
い
が
ぐ
り
あ
た
ま
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

慎
重
に
ひ
と
足
ひ
と
足
ゆ
く
園
児

　
　
　
　
　
平
均
台
は
大
の
渋
滞
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

漢
薬
の
処
方
の
妙
か
患
者
の

　
　
　
　
　
笑
顔
見
え
た
り
今
日
の
出
会
い
に
　
　
　
吉
村
邦
彦

マ
イ
ク
の
音
に
重
な
る
よ
う
な
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
耳
を
澄
ま
し
て
マ
ニ
フ
�
ス
ト
聴
く
　
梶
谷
美
瑳
子

窓
辺
よ
り
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
よ
に

　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
晶
し
き
鈴
虫
の
声
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

足
な
え
て
手
入
れ
届
か
ぬ
荒
庭
に

　
　
　
　
　
高
砂
百
合
の
み
薹
高
く
咲
く
　
　
　
　
西
山
カ
ズ
エ

夕
つ
陽
に
輝
き
な
が
ら
群
雀

　
　
　
　
　
す
�
と
大
樹
の
懐
に
入
る
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

13 12

　
11
月
１
日（
日
）
、
３
日（
祝
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
、
徳
島
県
、

兵
庫
県
、
大
阪
府
よ
り
高
低
学

年
24
チ
ー
ム
を
招
き
、
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
低
学
年
キ
ャ
プ
テ

ン
の
貝
野
尚
真
君
の
選
手
宣
誓

で
ゲ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
日
間
で
選
手
総
数
約
５

０
０
名
が
最
後
ま
で
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
勝
敗
を
競
い
、
野
上

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
の
部
で
３

位
、
低
学
年
の
部
で
優
勝
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
野
上
Ｊ
Ｓ

Ｃ
の
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。�

　
優
秀
選
手
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
省
略
）�

■
高
学
年
の
部
　�

　
小
門
健
一
（
野
小
５
年
）�

■
低
学
年
の
部 �

　
貝
野
尚
真
（
野
小
４
年
）�

����

　
竜
光
寺
　
仏
涅
槃
図
　�

■
名
　
称
　
仏
涅
槃
図�

�������������

■
時
　
代
　
江
戸
時
代�

■
所
在
地�

　
紀
美
野
町
動
木
　
竜
光
寺�

■
法
量
　�

　
縦
一
一
八
㎝
、
横
八
〇
㎝�

■
裏 

銘
（
軸
）�

　
此
涅
槃
像
彩
色
、
村
中�

　
檀
方
、
天
下
泰
平
国
土�

　
安
穏
、
佛
法
敏
畠（
繁
昌
）廣�

　
宣
流
布
、
自
他
供
安
同�

　
寂
光
、
祈
師
檀
二
世�

　
大
願
成
就
者
也�

　
紀
州
那
賀
郡
野
上
庄�

　
動
木
村
泰
嶺
山
龍
光
寺�

　
享
保
九
辰
七
月
日�

　
時
住
寺
正
圓
院
日
理�

　
十
二
世
中
興
開
山�

　みさと天文台12月の天文教室は、クリス
マス星空コンサートです。和歌山大学交響
楽団の有志で構成する弦楽五重奏団が、み
さと天文台を舞台に息の合ったハーモニー
を響かせます。彼達５人は現在大学４年生
で、１年生の頃から一緒に活動をしてきま
した。４年間、オーケストラ活動を通して
深めた絆で、ぴったりと息の合った音楽を
お届けします。上品な弦の響きと、冬の星
の凛とした輝きはよく合います。弦の響き
に身を任せ、遠い宇宙に思いを馳せると、
自分も大きな宇宙の一部だと実感するでしょ
う。冬は寒いですが、空気が澄み、乾燥し
ているため星をみるには良い季節です。コ
ンサートの後は、天文台の望遠鏡で冬の星
達をゆっくりお楽しみください。�
　澄んだ冬の空に輝く星と、息の合った弦
楽五重奏で、クリスマス前の土曜日を過ご
してみませんか？ご来場お待ちしておりま
す。�

天文台だより� 学校だより� ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流�

第
26
回
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会�

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

「
秋
季
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果
！�

そ
の
四
十
四�

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化�

「
仏
画
」�

歌
　
の
　
小
　
道

「親子手作り教室」�「クリスマス星空コンサート」�
紀美野町立下神野小学校�

ひ

そ
と

か
り
ん

ク
ラ

ふ
と
こ
ろ

む
れ
す
ず
め

ゆ
う

あ
れ

す
ず

に
わ

と
う

ン
ケ

ひ
も

ゆ

　
11
月
７
日
（
土
）
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
、
紀
美
野
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
「
秋
季
」
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
近
隣
の
市
町
か
ら
６
チ
ー

ム
を
招
待
し
、
合
計
８
チ
ー
ム

で
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
優
勝
】�

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
下
津�

【
準
優
勝
】�

　
金
屋
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー�

　
ル
倶
楽
部�

【
３
位
】
野
上
少
女
バ
レ
ー�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
「
秋
」
大
会
結
果�

　
11
月
８
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
「
秋
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋

晴
れ
の
中
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
す
が
す
が
し
い
顔
で
プ
レ
ー

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。
数
字
は
平

均
ス
コ
ア
（
敬
称
省
略
）�

【
優
勝
】
１
１
７．
５�

　
築
嶋
道
弘
　
鈴
木
茂
　�

　
楠
戸
春
次
　
志
場
和
子�

【
準
優
勝
】
１
１
８．
８�

　
木
村
勲
　
朝
稲
豊
　�

　
奥
田
俊
之
　
嶋
田
房
子�

【
３
位
】
１
２
０．
８�

　
本
多
敬
典
　
仲
尾
元
雄
　�

　
西
前
三
左
夫
　
伊
吹
由
紀
美�

���

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果�

第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭�

　 

参
加
囲
碁
大
会
の
結
果�

　
10
月
25
日（
日
）中
央
公
民
館

和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
18
名
、

将
棋
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、

将
棋
は
総
平
手
戦
総
当
り
で
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
省
略
）�

■
囲
碁
の
部�

優 

勝
　
吉
田 

明
（
海
南
市
）�

準
優
勝
　
西 

俊
二
（
海
南
市
）�

３
位
　
井
上
仁
幸
（
紀
の
川
市
）�

■
将
棋
の
部�

優 

勝
　
中
畑
正
清
（
海
南
市
）�

準
優
勝
　
日
潟
順
一
（
下
佐
々
）�

３
位
　
西
畑
雅
之
（
和
歌
山
市
）�

　
11
月
１
日
（
日
）
国
吉
多
目

的
集
会
所
に
て
、
星
ふ
る
里
囲

碁
ク
ラ
ブ
に
よ
る
囲
碁
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
省
略
）�

■
優
勝
　
田
尻
　
学
（
海
南
市
）�

　
準
優
勝
　
居
森
光
義（
下
佐
々
）�

　
３
位
　
中
浴
千
代
二
（
中
）�

　
４
位
　
榎
本
孝
幸
（
田
）�

　
５
位
　
仲
　
寛（
紀
の
川
市
）

　
６
位
　
西
田
修
和
（
小
畑
）�

�

　
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、
布
の
染

花
の
事
を
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う

や
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
？�

　
先
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
地

の
中
か
ら
目
標
と
す
る
花
に
使
用
す

る
花
弁
・
葉
・
が
く
・
花
芯
・
茎
布

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
を

選
び
、
そ
れ
を
型
紙
に
沿
っ
て
切
り

離
し
、
調
合
し
た
染
料
で
１
枚
１
枚

染
め
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
貼
り
、
コ
テ
を

当
て
て
花
に
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　
根
気
の
い
る
工
程
で
す
が
、
布
の

持
つ
あ
た
た
か
さ
と
や
さ
し
い
色
合

い
の
香
り
を
含
ん
で
野
に
咲
く
花
、

山
に
咲
く
花
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
ま
せ

た
創
作
花
な
ど
、
真
っ
白
な
生
地
が

自
分
色
の
染
め
花
に
七
変
化
す
る
の

で
す
。
手
先
や
頭
を
使
う
事
で
脳
の

ビ
タ
ミ
ン
剤
に
も
な
り
ま
す
よ
！�

　
お
稽
古
は
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜

日
、
午
後
７
時
か

ら
で
す
。
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
布

花
で
自
分
色
の
花

を
咲
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
？�

■日時 12月19日（土）�
■時間　夜７時から�
■申込み不要・無料�
■問合せ先　みさと天文台�
�

☆クリスマス�
　  星空コンサート☆�

演奏者の4人。�
当日はもう一人チェロ奏者が加わります。�

ほ
と
け�

ね
は
ん
ず�

客員研究員　宮崎 恵�

　本校では、例年、
育友会文化部主催
で、親子が一緒に
映画やビデオを視
聴して感想を話し
合ったり書いたり
という「親子学習
会」を実施しています。�
　今年度は、親子で一緒に物作りをしよう
ということで、広告チラシを使った一輪挿
しを作る「親子手作り教室」を開催しまし
た。�
　この一輪挿しは、土台になるペットボト
ルや箱などにチラシを細くしっかり巻いた
ひごをはりつけて作っていきます。チラシ
ひごがたくさん必要なため、当日までに親
子で５０本以上のひごを作っていただきまし
た。�
　当日は、共育コミュニティから依頼した
５名のボランティアの方々を指導者に迎え、
それぞれの親子が力を合わせて、工夫した
個性的な作品を作っていきました。�

　親子が一緒に
協力して、一つ
の作品を仕上げ
るという大変貴
重な経験となり
ました。�

代
表
　
谷
田
　
淳
子�

　
「
紀
美
野
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
」�

   

【
連
絡
先
】谷
田
ま
で�

　
電
話（
４
９
５
―
２
１
３
５
）�

と
び

《高学年の部》　優勝・・・KFC�
　第１試合　野上JSC　８―０　九度山JSC�
　第２試合　野上JSC　４―０　東浦FC（兵庫県）�
　準 決 勝　野上JSC　０―１　撫養SC（徳島県）�
《低学年の部》　優勝・・・野上JSC�
　第１試合　野上JSC　８―０　下津JSC�
　第２試合　野上JSC　４―０　東浦FC（兵庫県）�
　準 決 勝　野上JSC　９―０　四箇郷JSC�
　決　　勝　野上JSC　２―０　三田JFC�
�

�
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仮
名
文
字
の
余
白
美
し
文
化
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

暮
の
秋
短
く
握
る
犬
の
紐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
亜
以
子

天
高
く
古
本
市
の
探
し
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

畦
道
の
先
導
は
猫
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

箒
目
を
崩
し
転
が
る
榠
　
の
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

芭
蕉
忌
や
分
厚
き
旅
行
案
内
書
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

直
哉
忌
や
外
湯
め
ぐ
り
の
下
駄
の
音
　
　
　
　
　
　
小
林
寿
美
子

霜
晴
れ
や
高
原
見
ゆ
る
里
に
住
み
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

鳶
鳴
く
や
ま
た
打
ち
返
す
秋
の
潮
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

屋
根
の
狭
間
が
額
縁
の
よ
う
で

　
　
　
　
　
以
外
と
速
い
雲
の
流
れ
を
知
る
　
　
　
　
河
野
昭
子

�
何
着
だ
�
た
と
思
う
？
�
き
ら
き
ら
と

　
　
　
　
　
目
の
輝
き
て
い
が
ぐ
り
あ
た
ま
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

慎
重
に
ひ
と
足
ひ
と
足
ゆ
く
園
児

　
　
　
　
　
平
均
台
は
大
の
渋
滞
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

漢
薬
の
処
方
の
妙
か
患
者
の

　
　
　
　
　
笑
顔
見
え
た
り
今
日
の
出
会
い
に
　
　
　
吉
村
邦
彦

マ
イ
ク
の
音
に
重
な
る
よ
う
な
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
耳
を
澄
ま
し
て
マ
ニ
フ
�
ス
ト
聴
く
　
梶
谷
美
瑳
子

窓
辺
よ
り
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
よ
に

　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
晶
し
き
鈴
虫
の
声
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

足
な
え
て
手
入
れ
届
か
ぬ
荒
庭
に

　
　
　
　
　
高
砂
百
合
の
み
薹
高
く
咲
く
　
　
　
　
西
山
カ
ズ
エ

夕
つ
陽
に
輝
き
な
が
ら
群
雀

　
　
　
　
　
す
�
と
大
樹
の
懐
に
入
る
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

13 12

　
11
月
１
日（
日
）
、
３
日（
祝
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
、
徳
島
県
、

兵
庫
県
、
大
阪
府
よ
り
高
低
学

年
24
チ
ー
ム
を
招
き
、
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
低
学
年
キ
ャ
プ
テ

ン
の
貝
野
尚
真
君
の
選
手
宣
誓

で
ゲ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
日
間
で
選
手
総
数
約
５

０
０
名
が
最
後
ま
で
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
勝
敗
を
競
い
、
野
上

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
の
部
で
３

位
、
低
学
年
の
部
で
優
勝
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
野
上
Ｊ
Ｓ

Ｃ
の
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。�

　
優
秀
選
手
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
省
略
）�

■
高
学
年
の
部
　�

　
小
門
健
一
（
野
小
５
年
）�

■
低
学
年
の
部 �

　
貝
野
尚
真
（
野
小
４
年
）�

����

　
竜
光
寺
　
仏
涅
槃
図
　�

■
名
　
称
　
仏
涅
槃
図�

�������������

■
時
　
代
　
江
戸
時
代�

■
所
在
地�

　
紀
美
野
町
動
木
　
竜
光
寺�

■
法
量
　�

　
縦
一
一
八
㎝
、
横
八
〇
㎝�

■
裏 

銘
（
軸
）�

　
此
涅
槃
像
彩
色
、
村
中�

　
檀
方
、
天
下
泰
平
国
土�

　
安
穏
、
佛
法
敏
畠（
繁
昌
）廣�

　
宣
流
布
、
自
他
供
安
同�

　
寂
光
、
祈
師
檀
二
世�

　
大
願
成
就
者
也�

　
紀
州
那
賀
郡
野
上
庄�

　
動
木
村
泰
嶺
山
龍
光
寺�

　
享
保
九
辰
七
月
日�

　
時
住
寺
正
圓
院
日
理�

　
十
二
世
中
興
開
山�

　みさと天文台12月の天文教室は、クリス
マス星空コンサートです。和歌山大学交響
楽団の有志で構成する弦楽五重奏団が、み
さと天文台を舞台に息の合ったハーモニー
を響かせます。彼達５人は現在大学４年生
で、１年生の頃から一緒に活動をしてきま
した。４年間、オーケストラ活動を通して
深めた絆で、ぴったりと息の合った音楽を
お届けします。上品な弦の響きと、冬の星
の凛とした輝きはよく合います。弦の響き
に身を任せ、遠い宇宙に思いを馳せると、
自分も大きな宇宙の一部だと実感するでしょ
う。冬は寒いですが、空気が澄み、乾燥し
ているため星をみるには良い季節です。コ
ンサートの後は、天文台の望遠鏡で冬の星
達をゆっくりお楽しみください。�
　澄んだ冬の空に輝く星と、息の合った弦
楽五重奏で、クリスマス前の土曜日を過ご
してみませんか？ご来場お待ちしておりま
す。�

天文台だより� 学校だより� ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流�

第
26
回
野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会�

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

「
秋
季
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果
！�

そ
の
四
十
四�

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化�

「
仏
画
」�

歌
　
の
　
小
　
道

「親子手作り教室」�「クリスマス星空コンサート」�
紀美野町立下神野小学校�

ひ

そ
と

か
り
ん

ク
ラ

ふ
と
こ
ろ

む
れ
す
ず
め

ゆ
う

あ
れ

す
ず

に
わ

と
う

ン
ケ

ひ
も

ゆ

　
11
月
７
日
（
土
）
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
、
紀
美
野
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
「
秋
季
」
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
近
隣
の
市
町
か
ら
６
チ
ー

ム
を
招
待
し
、
合
計
８
チ
ー
ム

で
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
優
勝
】�

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
下
津�

【
準
優
勝
】�

　
金
屋
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー�

　
ル
倶
楽
部�

【
３
位
】
野
上
少
女
バ
レ
ー�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
「
秋
」
大
会
結
果�

　
11
月
８
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
「
秋
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋

晴
れ
の
中
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
す
が
す
が
し
い
顔
で
プ
レ
ー

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。
数
字
は
平

均
ス
コ
ア
（
敬
称
省
略
）�

【
優
勝
】
１
１
７．
５�

　
築
嶋
道
弘
　
鈴
木
茂
　�

　
楠
戸
春
次
　
志
場
和
子�

【
準
優
勝
】
１
１
８．
８�

　
木
村
勲
　
朝
稲
豊
　�

　
奥
田
俊
之
　
嶋
田
房
子�

【
３
位
】
１
２
０．
８�

　
本
多
敬
典
　
仲
尾
元
雄
　�

　
西
前
三
左
夫
　
伊
吹
由
紀
美�

���

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果�

第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭�

　 

参
加
囲
碁
大
会
の
結
果�

　
10
月
25
日（
日
）中
央
公
民
館

和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
18
名
、

将
棋
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、

将
棋
は
総
平
手
戦
総
当
り
で
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
省
略
）�

■
囲
碁
の
部�

優 

勝
　
吉
田 

明
（
海
南
市
）�

準
優
勝
　
西 

俊
二
（
海
南
市
）�

３
位
　
井
上
仁
幸
（
紀
の
川
市
）�

■
将
棋
の
部�

優 

勝
　
中
畑
正
清
（
海
南
市
）�

準
優
勝
　
日
潟
順
一
（
下
佐
々
）�

３
位
　
西
畑
雅
之
（
和
歌
山
市
）�

　
11
月
１
日
（
日
）
国
吉
多
目

的
集
会
所
に
て
、
星
ふ
る
里
囲

碁
ク
ラ
ブ
に
よ
る
囲
碁
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
省
略
）�

■
優
勝
　
田
尻
　
学
（
海
南
市
）�

　
準
優
勝
　
居
森
光
義（
下
佐
々
）�

　
３
位
　
中
浴
千
代
二
（
中
）�

　
４
位
　
榎
本
孝
幸
（
田
）�

　
５
位
　
仲
　
寛（
紀
の
川
市
）

　
６
位
　
西
田
修
和
（
小
畑
）�

�

　
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、
布
の
染

花
の
事
を
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う

や
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
？�

　
先
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
地

の
中
か
ら
目
標
と
す
る
花
に
使
用
す

る
花
弁
・
葉
・
が
く
・
花
芯
・
茎
布

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
を

選
び
、
そ
れ
を
型
紙
に
沿
っ
て
切
り

離
し
、
調
合
し
た
染
料
で
１
枚
１
枚

染
め
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
貼
り
、
コ
テ
を

当
て
て
花
に
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　
根
気
の
い
る
工
程
で
す
が
、
布
の

持
つ
あ
た
た
か
さ
と
や
さ
し
い
色
合

い
の
香
り
を
含
ん
で
野
に
咲
く
花
、

山
に
咲
く
花
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
ま
せ

た
創
作
花
な
ど
、
真
っ
白
な
生
地
が

自
分
色
の
染
め
花
に
七
変
化
す
る
の

で
す
。
手
先
や
頭
を
使
う
事
で
脳
の

ビ
タ
ミ
ン
剤
に
も
な
り
ま
す
よ
！�

　
お
稽
古
は
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜

日
、
午
後
７
時
か

ら
で
す
。
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
布

花
で
自
分
色
の
花

を
咲
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
？�

■日時 12月19日（土）�
■時間　夜７時から�
■申込み不要・無料�
■問合せ先　みさと天文台�
�

☆クリスマス�
　  星空コンサート☆�

演奏者の4人。�
当日はもう一人チェロ奏者が加わります。�

ほ
と
け�

ね
は
ん
ず�

客員研究員　宮崎 恵�

　本校では、例年、
育友会文化部主催
で、親子が一緒に
映画やビデオを視
聴して感想を話し
合ったり書いたり
という「親子学習
会」を実施しています。�
　今年度は、親子で一緒に物作りをしよう
ということで、広告チラシを使った一輪挿
しを作る「親子手作り教室」を開催しまし
た。�
　この一輪挿しは、土台になるペットボト
ルや箱などにチラシを細くしっかり巻いた
ひごをはりつけて作っていきます。チラシ
ひごがたくさん必要なため、当日までに親
子で５０本以上のひごを作っていただきまし
た。�
　当日は、共育コミュニティから依頼した
５名のボランティアの方々を指導者に迎え、
それぞれの親子が力を合わせて、工夫した
個性的な作品を作っていきました。�

　親子が一緒に
協力して、一つ
の作品を仕上げ
るという大変貴
重な経験となり
ました。�

代
表
　
谷
田
　
淳
子�

　
「
紀
美
野
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
」�

   

【
連
絡
先
】谷
田
ま
で�

　
電
話（
４
９
５
―
２
１
３
５
）�

と
び

《高学年の部》　優勝・・・KFC�
　第１試合　野上JSC　８―０　九度山JSC�
　第２試合　野上JSC　４―０　東浦FC（兵庫県）�
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町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
、
と
同
じ
呼
び
名
の

地
区
が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
等

の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、

野
上 

長
谷
（
ノ
カ
ミ 

ナ
ガ
タ

ニ
）・
美
里 

永
谷
（
ミ
サ
ト 

ナ

ガ
タ
ニ
）
、
野
上 

釜
滝
（
ノ

カ
ミ 

カ
マ
タ
キ
）
・
美
里 

鎌

滝
（
ミ
サ
ト 

カ
マ
タ
キ
）
と
放

送
し
ま
す
の
で
お
聞
き
間
違
い

の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。�

講
習
内
容�

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得�

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得�

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と�

講
習
時
間�

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の

３
時
間
講
習
で
す
。�

講
習
場
所�

　
　
紀
美
野
町
消
防
本
部�

受
講
料
　
無
料�

申
込
み
期
限�

　
受
講
し
よ
う
と
す
る
月
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部
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９
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６
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０
２
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そ
の
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定
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合
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、
日
を
改
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て
実
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こ
と
も
あ
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ま

す
。�

・
職
場
、
学
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、
自
治
会
等
団

体
で
の
お
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込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
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　１２月、今年も早いもので残すところあと１カ月となりました。�
　新型インフルエンザは、既に本格的流行期に入っており、引き
続き感染が拡大しています。マスクの着用や外出後の手洗いなど
に心がけてください。�
　２０日（日）には、第４回紀美野ふれあいマラソン大会がふれあい
公園周辺で行われます。みんなで応援してください。�
　これから寒さも一段ときびしくなり、何かとお忙しい時期です
が、体調管理には充分気をつけ、新しい年をお迎えください。�
　一年間ご愛読ありがとうございました。�

消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
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に
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っ
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災
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急
・
救
助
は
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９
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消
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動
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等
の
緊
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通
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時
の
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全
確
保
に
ご
協
力
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火
災
等
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て�

　
本
年
10
月
31
日
か
ら
和
歌
山

県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
６
７

４
円
と
な
り
ま
す
。�

　
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低

賃
金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金

を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。�

　
な
お
、
最
低
賃
金
法
違
反
に

つ
い
て
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
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低
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ボ
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低
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低
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５
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又
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９
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ま
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と
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①
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近
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③
狭
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次
回
の
普
通
救
命
講
習
・�

再
講
習
は
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平
成
22
月
１
月
17
日
（
日
）�

一
日
消
防
署
長�

年末・年始の役場、公民館等�
◆役場の仕事納めと仕事始め�
　　仕事納め…１２月２８日（月）　　仕事始め…１月４日（月）�
◆各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場�
　　１２月２９日（火）～１月３日（日）なお、天文台は１２月２７日（日）～１月４日（月）�
◆物品納入、工事代金等の支払い�
　　年内の口座振込は、１２月２５日（金）が最終となります。ご了承お願いします。�
◆年末・年始のごみ自己搬入について（野上区域のみ）�
　　ごみの自己搬入（大栄環境（株）粉河事業所への）については、年末は１２月２８日（月）まで
搬入可能となります。（但し、午前９時～午後３時（正午から午後１時までは搬入できません。））�
　　年始は１月５日（火）から平常通りになります。�
　　年末は搬入先である大栄環境（株）粉河事業所が非常に混雑しますので、お早めに搬入してく
ださい。�
　　尚、ごみ搬入車の登録及びごみ搬入券の販売は、紀美野町役場住民課で１２月２８日（月）午後
５時１５分まで行っていますので、お早めにお買い求め下さい。�
◆年末・年始のごみの収集�
（野上区域）�
　　年末のごみの収集は、１２月２９日（火）まで平常通り収集します。�
　　年始のごみの収集は、 １月４日（月）から平常通り収集します。�
　　（詳しくは、各戸配布をご覧下さい。）�
（美里区域）�
　　年末のごみの収集は、１２月２９日（火）まで平常通り収集します。�
　　年始のごみの収集は、 １月４日（月）から平常通り収集します。�
　　（詳しくは、各戸配布ごみ収集日程をご覧下さい。）�
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議会事務局�
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県動物愛護センター�
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青少年センター�

学事生涯学習室�
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天文台�
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平
成
21
年
秋
季
火
災
予
防
運

動
が
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当

消
防
署
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
11
月
９
日
に
堀
有
子

さ
ん
を
一
日
消
防
署
長
と
し
て

お
迎
え
し
、
職
員
の
士
気
の
高

揚
と
火
災
予
防
啓
発
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

ほ
り
あ
り
こ�火災予防啓発活動� 一日消防署長　堀　有子さん�

あり�ほり� こ�

　
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の

災
害
現
場
に
急
行
し
て
消
火
活

動
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に

し
、
ま
た
、
応
急
処
置
を
行
い
、

急
病
人
な
ど
を
速
や
か
に
病
院

へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な

緊
急
走
行
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

①
消
防
自
動
車
が
接
近
し
て
き

た
場
合
、
一
般
車
両
は
周
囲

の
状
況
を
配
慮
の
う
え
、
速

や
か
に
進
路
を
譲
っ
て
く
だ

さ
い
。�

②
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点

を
避
け
、
道
路
の
左
側
に
寄
っ

て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。�

③
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る

場
合
は
、
消
防

自
動
車
等
の
通

行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。�



仲間がいっぱい仲間がいっぱい!　�
遊びがいっぱい遊びがいっぱい!
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今月の表紙�
　１１月１５日（日）、県中学校駅伝競走大会
が農村総合センター周辺で行われ、野上中学校
男子チームが２連覇、女子チームも準優勝を果
たしました。�
【写真：スタートする１区の選手たち（男子の部）
／円内はゴールする楠岡 佳一選手と久保 雅美�
選手（右）／１６面に関連記事】�

今月の主な内容�
一年を振り返って…………………………………………………２～３�

新型インフルエンザワクチンの接種医療機関について………４�

まちの話題…………………………………………………………５�

健康・福祉ガイド…………………………………………………６～７�

お知らせ（紀美野町長選挙立候補予定者説明会の開催について）………８�

共同受信施設の地デジ化助成制度のお知らせ…………………９�

農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ�

ふれあいネット……………………………………………………１０～１３�

消防だより・お知らせ……………………………………………１４�

町民カレンダー・年末・年始の役場……………………………１５�

紀美野町の“まつり”盛大に開催される………………………１６�

演劇のかみ座による白雪姫（芸能大会）�

力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
（
展
示
会
）�

文
化
の
秋
・
芸
能
の
秋
を
楽
し
む
！�

文
化
の
秋
・
芸
能
の
秋
を
楽
し
む
！�

木のおもちゃを作る子どもたち�

自作の飛行機を飛ばす子ども�

　
10
月
24
日
（
土
）
、
「
第
４
回

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木

の
温
も
り
広
場
）
に
は
、
町
内
の

保
育
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
「
み
ん

な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ

に
作
る
楽
し
さ
に
浸
り
ま
し
た
。�

　
木
の
温
も
り
広
場
の
各
ブ
ー
ス

で
は
、
「
消
し
ゴ
ム
ね
ん
土
」
や

「
陶
芸
教
室
」
、
「
万
華
鏡
」
の

他
「
む
し
パ
ン
」
「
竹
馬
」
な
ど

13
の
も
の
作
り
コ
ー
ナ
ー
と
、「
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」
や
「
シ
ャ

ボ
ン
玉
」
な
ど
の
遊
び
の
広
場
を

設
け
ま
し
た
。
　�

　
「
パ
ン
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
総
勢

１
１
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
パ
ン
の
生
地
を
竹
に
巻
き
つ

け
た
あ
と
、
炭
火
で
焼
い
た
り
、

「
竹
馬
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
竹
を

切
っ
た
り
、
火
で
炙
っ
て
曲
げ
る

な
ど
普
段
し
な
い
よ
う
な
体
験
を

し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
興
味
深
そ

う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
各
コ
ー

ナ
ー
と
も
保
護
者
等
の
ス
タ
ッ
フ

指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
真

剣
な
表
情
で
作
品
を
作
っ
た
り
、

仲
間
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
だ
り
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
も
生
き
生

き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
に
は
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
10
月
31
日
（
土
）
・
11
月
１
日

（
日
）
・
２
日
（
月
）
の
３
日
間
、

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
か
ら

大
人
ま
で
の
展
示
は
、
力
作
が
勢

ぞ
ろ
い
で
来
場
さ
れ
た
方
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
31
日
は
、
各
学
校
、
児
童
団
体

よ
り
合
唱
や
合
奏
が
発
表
さ
れ
、

１
日
の
芸
能
大
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
大
変

好
評
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
文

化
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

�

　
11
月
15
日（
日
）、農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、
和
歌
山
県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
男
子
42
チ
ー
ム
、女
子
37
チ
ー

ム
の
選
手
総
数
約
４
５
０
人
が
最

後
ま
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
勝
敗

を
競
い
、男
子
の
部
で
野
上
中
学

校
が
見
事
２
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。６
人
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、他
校
を
寄

せ
付
け
な
い
、圧
倒
的
な
勝
利
を

お
さ
め
ま
し
た
。
女
子
も
準
優
勝

と
大
健
闘
の
好
走
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
近
畿
大
会
（
男
女
共
）や

全
国
大
会
（
男
子
）で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）�

※
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声

援
及
び
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

仲間がいっぱい仲間がいっぱい!　�
遊びがいっぱい遊びがいっぱい!
仲間がいっぱい!　�
遊びがいっぱい!

第4回�
きみのこどもまつり�

第4回�
きみのこどもまつり�

第
４
回
紀
美
野
町
文
化
祭�

《
野
上
中
学
校
》�

「
県
駅
伝
」
大
会�

男
子
２
連
覇
　  

全
国
大
会
へ�

　
　
　
　
　  

女
子
も
準
優
勝�

�

!!

男
子
の
部
　
優
勝�

１
区
　
田
伏
　
雅
也
（
３
年
）�

２
区
　
中
野
尻
　
祥
（
２
年
）�

３
区
　
杉
岡
　
大
輝
（
３
年
）�

４
区
　
三
宅
　
洋
平
（
３
年
）�

５
区
　
中
谷
　
風
太
（
２
年
）�

６
区
　
楠
岡
　
佳
一
（
３
年
）�

女
子
の
部
　
準
優
勝�

１
区
　
細
峪
　
由
麻
（
２
年
）�

２
区
　
北
　
ゆ
う
佳
（
２
年
）�

３
区
　
丸
畑
　
七
海
（
２
年
）�

４
区
　
　
木
彩
雪
莉
（
１
年
）�

５
区
　
久
保
　
雅
美
（
３
年
）�
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